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さあ、あたらしい料狸を楽しみましょう 



お板で包み焼く 

I 石焼厨房 I 


ドアを開けると電源が入ります。 

また、このオーブンレンジは、待機時の消費電力をゼロにするため、 
調理が終わって5分たつと自動的に電源が切れます。 



ドアを開けると電源び入ります。ドアを閉めると 
表示部に「0」び表示されています。調理終了後、 
約已分経過すると表示部の「0」び消えて電源び 
切れます。 

( フアンび回っているとさは、フアンび、 

I 止まってから電源び切れます。 ) 

再び電源を入れるときは、ドアを開閉して < ださし、 

^ドアび開いているときは、 \ 

I ドアを閉めると、電源び入0ます。/ 

* 電源プラグを差込んだだけでは、電源は入りま 
せん。（キーを押しても受付けません。） 


加熱終了後、電気部品を;令やすため、最大約15分間、本体内部のフアンび回ることびあります。電源プラグを抜かないでくだ 
さい。（表示部は送風表示(巧 •） び点なします） 



mm 



※庫内吹出し部の最高到達温度 


ご使用の手順 



設置の方法か5実際の調理-お手入れまでの手順です。 


I まずは「安全のために」をお読みください。 

お使いになる際に、必ず守っていただきたいことび 
記載してあります。 P 6 

2 次に設置場所を決めて、設置しましよラ。 

設置には次の条件びあります。詳細は P 7 
熱に弱い壁•家具にはつけないでください。 


3 


庫内の付属品を取出し、給水タンクを本体に取付けます。 

P11 

アース線ち忘れずに取付けてください。 

た^1 故障•漏電のとさに感電を防止します。 

[HI n 打 

P6 


a 電源を入れます。 



電源プラグをコンセントに差込み、 
ドアを開閉します。 


〇 お斟理の前にカラ焼きをしてください。 

ヒーター加熱時のにおいを抑えるために、 

庫内の油を焼さ切ります。 P 15 

6 これで準備は完了です。 

それではお料理に入りましよう。 

マ ^ 

/ お料理が終わったら、 

こまめにお手入れしましよう。 

末永くお使いいただくために、本体•庫内•底面•付属品 
などをお手入れしましよう。 P 44 


巧 




特長•ご使用の手順 









































加熱のしくみ 


〈イメージ図〉 




■ 1段 ■ま動 

■ ク EO ■ スづ ■ーム 

パス ■あたため 

■予熱あり■お巧み温度 


圍滞普を姬腑师 


I m: 


ミ圏が臟醒。. 


g 給水タンクをはずす 

0;據擺惡ぶ 




グリル 



一夕一加熱) ■ 


スチーム 


才ーブン 


レンジ 


トト 


G レンジ加熱） 


ヒーター 加熱 


上下ヒーターと庫内奥のコンべクシヨンヒーターで、加熱します。 


才ーブンメニユー例：お菓子、パンなど 

包むように食品を加熱します。 

設定できる温度は、発酵3ぴ C ‘3已で- 40 °C - 
4己。 C 、] 〇〇〜340でです。 


ポイント など 

•焼さムラび気になるとさは、加熱の途中で角皿の 
前後を入れかえたり、棚を入れかえます。 

♦ガスオーブンや市販の料理ブックでの作り方や温 
度に合わせた場合、仕上びりびよくないことびあ 
ります。お好みの仕上びりになるよラに温度-時間- 
棚-角皿の前後をかえてください。 


蒸しスチーム メニュー例：茶わんむしなど 
ヒーターで蒸気を作り、食品をしっとり蒸します。 



ポイントなど 

•蒸しスチーム•焼さスチームでは、必ず給水タン 
クに満水まで水道水を入れます。 

•庫内の温度び高いと、スチームは出ていても目に 
は見えません。 


グレ メニユー例：グラタン、肉や魚のグリルなど 

食品の表面に焼き色をつけます。 

3日日での高温で加熱し、温度の変更はでさませ 
ん。 


•予熱中はドアを開けないでください。加熱中ち、 
ドアの開閉は控えめに。（庫内温度び下びり、仕上 
びりび悪くなります） 

•予熱後は、できるだけ早く食品を入れて、加熱します。 

>加熱後は、焦げを防ぐため、すぐに取出します。 

>庫内び大さいため、おもちは焼けません。 

•油脂の少ないわの（野菜や魚など）は、焦げ色び 
つかないことびあります。 


焼きスチーム 

メニュー例；か5揚げ、フランスパンなど 

ヒーターで作った蒸気を、庫内奥のコンべクシ 
ヨンヒーターでさらに加熱。過熱水蒸気にして、 
食品の州まパリツと中はジユーシーに仕上げます。 

\ 

- 

レ品 1 

1 

i 

1 


I 焼さスチームの予熱中は、ドアを開けないでくだ 
さい。予熱後は、庫内温度び下びらないよう、 
できるだけ早く食品を入れて加熱します。 



才ートメニューの色区分 
:ヒーター 加熱 
:レンジ加熱 
:八イブリツド加熱 


才ートメニュ- 


1.牛乳 

。.シフオンケーキ 

23.シュー 

2.お酒 

13.□—ルケーキ 

24.とりのパリパリ焼さ 

3.肉解凍 

14.石焼きいも 

2日.から揚げ 

4.さしみ解凍 

1日.パエリア 

26.焼き魚（切身） 

日.葉菜 

16.石焼さ八ンバーグ 

27.フライ再加熱 

6.根菜 

17.石焼さピザ 

28.茶わんむし 

7.手作りグラタン 

18.石焼さパン 

29.蒸しケーキ 

8.直乂煮込 

19.フオカツチヤ 

30.中華まんあたため 

9.煮魚 

2日.□ーストビーフ 

31.脱臭 

10.煮豆 

21.ヘルシーフライ 

32.庫内清掃 

11.セツトメニユー 

22.フランスパン 

33.排水 


レンジ加熱 


電波で食品を内と外から同時に加熱 

電波び食品に当たると、食品の水分に吸収されて、 
水の分テにまさつ運動び起こります。 

その結果、熱び発生して、食品は内側と外側から同 
時に加熱されます。 



食品や水分に 
吸収されます。 


電波の性質 

透過 

賴 

ガラス、陶器は 
通り抜けます。 



金属に当たると 
反射します。 


レンジ加熱に使レンジ加熱では 
えます。 使えません。 

火花の原因。 


スチームあたため 

ラップなどをしないでしっとりあたためます。 


ポイント などへ 

•金属容器、アル5容器、角皿、角網は使えません。 
(火巧の原因） 

•食品の量び2倍になると加熱時間は2倍弱になり 
ます。 

•加熱時間は短めにして、途中ででさばえを見て調 
節したり、かさ還ぜや裏返しをします。 

* 安全のため、少量のとさなど庫内底面の温度び上 
びると、レンジ出力を低下させます。 

赤外線センサーについて 

食品の表面温度を測り、仕上がり状態を判断します。 

P 35 

あたため、お好み温度、オートメニュー1〜4と30で使用 

•食品は庫内の中央に置く 
•容器は陶磁器、耐熱性のわのを使う 
• 而たは使わない 
•庫内を充分に冷まして使う 
(オーブン加熱直後など、庫内び熱いと使えません） 



八イブリツド加熱 


レンジとヒーターで同時加熱 

調理時間を短縮します。 


( レンジ加熱) 


使える容器は耐熱性のあるガラス容器、陶器、磁器です。 

• 金属製のちの、アル S ホイルは使えません。（乂巧の原因） 
•プラスチック製のわの-ラップは使えません。（溶けの原因） 
ただし、オーブン-グリル指定のわのは使えます。 


ヒーター 加熱) 

〔八 イブリツド加熱)•上ヒ-夕- 

- •コンべクシヨンヒーター 

. 下ヒーター 




































































































































寒誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を、 
次の表示で区分して説明していまず。 


参図記号の意味は巧のとおりでず。（一 


A 筒填 

誤った取扱いをしたとさに、死 t や重症に結び 
つ < ちの 

A 警告 

誤った取扱いをしたとさに、死 t や重症に結び 
つく可能性びあるちの 

A 注意 

誤った取扱いをしたとさに、傷害または家屋- 
家財などの損害に結びつくちの 


■ご巧用の前に 



A ち険 



禁止 

〇 指示を守る 


分解禁止 


分解•修理•改造をしない 

感電•発义 • けが • 異常動作の原因 

* 修理は、お貫上げの販売店または、 
「兰菱電機修理窓□」にご相談く 
ださい。 


Q 


禁止 


吸•排気□やすき間•穴などにピン‘針金- 
金属物などの異物や指を入れない 

感電•発义•けがの原因 

* 異物び入ったときは、電源プラグを抜いて、お買上げの販売 
店または「兰菱電機修理窓口」にご相談ください。 


I 設置のとをに 

警告 


0 


禁止 


熱に弱い物を近づけない 

♦たたみ、じゅラたん、テーブルク□ス、;令蔵庫 
(耐熱]日日で未満）などの上に置かない。 

•燃えやすい物、カーテン、スプレー吿などを 
おづけない。 

ヒーター加熱時の高温で乂災•破裂の原因 


@ 

アース 接続線 


アースを確実に取付ける 

故障•漏電のときに感電の原因 

■アース端子つきコンセントがある 

アース線の先端の皮をむいて、アース端テに 
確実に固定する。 




■アース端子つきコンセントがない 

•ガス管、水道管、避雷針、電話線のアースには 
接続しない。 感電-爆発-引义の原因 
お買上げの販売店にアースエ事 （ D 種接地 
工事）をご相談ください。（工事は有料） 
アースエ事は「電気工事±」資格び必要です。 


注意 




を 

乂気の近くや水のかかるところに 
置かない 

感電•漏電の原因 

を 

吸•排気□をふさがない 

义災の原因 

* 吸•排気口 P 10 

〇 

水平な 
場所に置く 

水平で安定した丈夫な場所に置< 

落下によるけが、振動•騒音を防ぐため 

* 置台は壁に固定することをおすすめします。 
冷蔵庫の上、4輪キャスター付置台は不安定 
なためおすすめでさません。 

〇 

点検を依頼 

V 

本体が乾倒、落下したときは、 
使用せず、点検を依頼する 

感電や電波もれを防ぐため 

* 落下を防止するために、別売の本体と木製 
壁面を固定する転倒防止金具セット（部品 
コード： M ] 83632日日 SET ) をお買上げ 
の販売店でお買求め < ださい。 

J 


まをのために化ずお守り < だをい 





安全のために必ずお守りください 


J 電源コード•プラグ _ 

警告^ ■ 


■ご使用のとをに < ご使用前> 

警告^ ■ 


A 注意 




Q ドアに無理な力を加えない 

重さが 4 kgm 上の物はのせない 

ホ止 本体が倒れ、けが • 電波もれの原因 

V _ J 


Q お子さまだけで使わせない 

幼巧の手の届くところで使わない 

禁止 やけど•感電•けがの原因 

V _ y 




o 

プラグを持つ 


電ミ原プラグを}寺って抜< 

電源コードを持って引き抜くと 
感電•ショート•発义の原因 


C 


長期間使わないときは、 

電源プラグを抜く 

プラグを抜く 絶縁劣化による感電•漏電•义災を防ぐため 




電源は交流10 0 V で定格1曰 Al ； Lb の 
コンセンを単独で接う 


コンセントの 


コンセントを他の器具と同時に使ったり、机や家 
単独使用 具のコンセントを使うと、異常発熱して発乂 •乂災 

の原因 

*延長コードち定格]已 A _ l ^(上のちのを単独で 
お使いください。 

〇 電源プラグの刃および 

刃の取付面のほこりをとる 

ほこりをとる ほこりが付着していると、义災の原因 




お手入れは、電源プラグを抜き、 
本体が冷めてか5行う 


プラグを抜く •めれた手で抜差ししない。 

感電•やけど•けがの原因 



0 傷んだ電源コード • プラグや差込み 
のゆるいコンセントは使わない 

使用禁止 感電‘ショート’発义の原因 


0 


禁止 


磯) 

接触禁止 


調理中に電源プラグを抜差ししない 

感電•义花の原因 

めれた手で電源プラグを抜差ししない 

感電の原因 


〇 - 


間をあける 


壁との間をあける 

排気び壁に直接あたらないように据付ける。 

過熱による発义を防ぐため 

• 窓ガラスの場合、背面と含0じ171_1ツ上あける。 

温度差で割れる原因 

「消防法基準適合組込形」 

I ± 20cm 拟上 

後ろ 2cm 切上 


寸ける。 


〈離隔距離表〉 


左側面 

ち側面 

背面 

上面 

0 cm 

0 cm 

2 cm 

2日 cm 


* 上記寸法を離しても、調理物の油や蒸気で、壁び巧れたり、 
結露することびあります。 

* 左ち側面は壁につけて設置でさます。 

(熱に弱い壁や家具などには、つけて設置しない） 


Q 


本体の上に物を置かない 

変お•焦げ•発义•故障の原因 


禁止 


■設置のとをに _ ■電源コード•プラグ 

注意^ ■ 警告^ ■ 


安全のために 


意 

注 

心 































































■ご使用のとまにの使用前 > 

注意 M 


を 

庫内底面•側面（セラミック製）に 
衝撃を加えたり、水をかけない 

♦庫内底面にのせる分量は、容器の重さを含 
めて 4 kg までにする。 

割れてけが•义花•故障の原因 

* 割れたときは、そのまま使わずに、販売店に 
ご相談ください。 

を 

ドアに物をはさんだまま使わない 

電液もれによる障喜の原因 


本来の用途（加熱調理）外の 

目的に使わない 

^ 禁止 

発煙•発义•故障の原因 

J 


■ご使用のときに < お料脚き> 

A 注意 





\ 

鮮度保持剤（脱酸素剤など）を 
入れたまま、加熱しない 

発义の原因 

〇 

切れ目を入れる 

殻や膜のある物は、割れ目や 
切れ目を入れる 

(例）ぎんなん•栗•イカ•ソーセージ 

破裂して、やけど•けが•破損の原因 

〇 

ふたをはずす 

ビンのふたや栓ははずす 

•密封性の高いふたち、はずす。 

容器が破裂して、やけど’けが • 破損の原因 

〇 

熱にを意 

容器を取出すときは、熱くなって 
いることがあるのでま意ずる 

ラップをはずすときは、蒸気の 
熱に注意する 

やけどを防ぐため 

〇 

温度を確認 

乳幼巧の離乳食 • 牛乳などのあた 
ためは仕上がり温度を li 崔認する 

やけどを防ぐため 

J 


■ご使用のとまに < お料脚き> 

注意 


0 


禁止 


食品カス•油•煮汁をつけたまま 
放置したり、加熱しない 

义巧 • 発煙 • 発义 • 故障 • サビの原因 

•付着したときは、必ず 
ふさ取る。 

(特に庫内底面、ドア） 

「お手入れ」 P 44 



Q 


禁止 


飲み物や食品などを加熱しすざ 
ない 

•牛乳、生クリーム、粘りや油脂分の多い液体、 

コーヒー、お酒、水、ジュースなど 

突然沸とうして飛び散り（突沸）、やけどの原因 


* 加熱前にスプーン 
などでかさ混ぜ、 
様テを見ながら 
加熱してください。 


•少量の食品、干物、乾燥したわの（のり、せんべ 
し、食塩）スナック菓子、ルさく切った根菜など 
やけど•义巧 • 発煙 • 発义 • 故障の原因 
* 少量の食品は自動で加熱せず、手動で様テを 
見ながら加熱してください。 



0 


禁止 


食品が燃え出した5、 

ドアを開けない 

ドアを開けると空気が入り、义勢を増す原因 

1. とりけしを 押して、電源 プラグを 抜く。 

2. 本体から燃えやすい物を遠ざけて、鎮乂を 
待つ。（鎮乂しないとさは、水か消乂器で消 
す。） 

* そのまま使わずに、必ず販売店に点検を依 
頼してください。 


レンジ加熱 ’ A イブリツド加熱のとき 


〇 

割りほぐす 


卵は割 D 、 よくほぐす 

•ゆで卵（おでんの卵）や目玉焼さを作った 
り、あたため直しはしない。裏表紙 




まをのために化ずお守り < だをい (つづを) 



安全のために必ずお守りください 


■ご使用のときに < お料脚き> 


么 注意^^ 


ヒーター加熱•ノ V イブリツド加熱のとき 


接触禁止 


加熱中、加熱後しば5 くは高温部(庫内 • ドア•本体など）に触れない 

ただし、操作パネルやドア八ンドルはのぞく 

♦付属品は素手で持たない 

高温のためやけどの原因 


冷えやずい場所や、蒸気-油のかかる場所には置かない 

本体び結露して、故障の原因 


テレビ•ラジオ•無線機器（無線 LAN など） • アンテナ線を 
近づけない 4 m 似 上 離ず。画像の乱れ•雑音•通信エラーの原因 


落雷のおそれがあるときは、 

電源プラグをコンセントか5抜く 故障を防ぐため 


表示部に r 高温ま意」が表示されているとさは、 

庫内や庫内底面•側面が熱くなっているので注意ずる 

やけどを防ぐため 

•耐熱性のない容器やラップ包装した食品などを入れない。 

溶け•変おの原因 


ピザプレート•角皿を落としたり、急冷しない 

けが•変お•割れの原因 


市販の「レンジ用容器•道具」を使用しての不具合や、 
本体が故障した場合の保証はできない 

「使える容器-使えない容器」 P 14 


飲み物をあたためで加熱しない 

突然沸とうして飛び散り（突沸）、やけどの原因 

* 食品をあたためるとさは、決められたメニューを使ってください。 


ドアの開閉時は、指のはさみこみに注意ずる 

けがを防ぐため 


ドアに衝撃を与えない 
加熱中、ドアに水をかけない 

♦ ドアは急;令したり、ぶつけたり、傷つけない。 

直後やその後の調理中に、ドアガラスが割れる原因 


容器の出し入れは引きず5ない 

庫内底面に傷びつくと、割れてけが•义巧•故障の原因 


スチーム調理中や調理後は、顔などを近づけて 
ドアを開けない 
蒸気によるやけどの原因 

* ドアを開けたとさ、しばら<スチームび出ていることび 
ありますので注意してください。 


ヒーター 加熱のとき 

ピザプレート•角皿の出し入れは、 

ミトンを使って両手で行う 

* 片手だけでは、落とすおそれびあります。 

やけどを防ぐため 

* 破れたり水や油でめれたミトンは使わないでくださし、 

やけどの原因 


調理後のピザプレート•角皿は、 

本体や熱に弱い物の上に置かない 

変形•焦げの原因 

* ドアにピヴプレート-角皿を置くときは、引きずって 
傷つけないよラ、気をつけてください。 

レンジ加熱•ノ V イブリツド加熱のとき 


カラのまま加熱しない 

庫内やドアの内側が異常に熱くなり、 
やけど•义花•発煙•発乂 •故障の原因 


角皿•金属容器•金串•アル S ホイルなどを 
使わない 

♦アルミで加工したちの（紙やテープなど）や、 
金銀の模様のある容器ち使わない。 

义花 • 発煙 • 発乂 • 故障 • ドアの破損の原因 


宙詰•レトルト食品などは他の容器に移ず 

义巧 • 発煙 • 発义 • 破裂を防ぐため 

給水タンクを使うとき 

水道水外は使わない 

カビや雑菌の原因 

給水タンクの水は使うたびに入れかえる 

* スチーム調理後は、給水タンクの水を捨て、 オートメニュー 
「33.排水」 を行ってください。 P 46 


給水タンクが破損したときは使わない 

故障の原因 

* お買い上げの販売店にご相談ください。 
































































る部のなまス 



給化タンクの使い方 


スチーム調理のとさは、給水タンクに水道水を入れてご使用ください。 


1. 給水タンクを本体か5はずず 

ち手で給水タンクのち端を押さえた状態で 
左手を給水タンクの取っ手にかけ、本体か 
ら引さ出す 



2.給水タンクを水洗いずる 

給水而たを開けて水道水を入れ、中をすすぐ 



3.給水タンクに水を入れる 

「▼」まで水道水を入れ、給水而たを閉める 


(入れ過ざるとこぼれることびある) 



4.給水タンクを本体に取付ける 

給水タンクの両端を持ち、奥に当たるまで 
本体に差し込む縱めにすると水びこぼれることびある) 



お手入れのときは 


給水タンクの水を捨て、図のよラに分解してか6 
行ってください。お手入れ P 45 


■分解の仕ち 

1. 給水タンクを図の 
よラに}寺つ 

2. タンクを上側にず 
6してツメをはずす 

3. ふたをはずす 


ふた 




• 水道水(外の水は使用しない。 

カビ-雑菌の繁殖の原因。 

• 水は満水まで入れる。 

•スチーム使用後は、給水タンクの水を捨て、 
毎回、排水を行う。 P 46 
カビ-雑菌の繁殖を防ぐため。 

• 己むじ(下の環境では使用しない。 

水び凍ってスチームび出ないことびある。 


つゆ受けの取付け方-はずし方 


スチーム調理やゆでもの-煮込料理などの蒸気で、ドア内側がくもり、つゆがつくことがあります。 
つゆが床にたれないよう、つゆ受けを取付けて、ご使用ください。 


取付け方 

つゆ受けのツメを本体の端と位置をそろえて、 
水平に押し込む 

(本体下部の穴に、つゆ受けのツメを片側ずつはめ込む） 



はずし方 * 給水タンクははずしておく 

つゆ受けの両側を持つて片側ずつゆっくり 
手前に引っ張ってはずす 


* つゆの多い調理後は、つゆ受けの水を捨ててく 
ださい。お手入れ P 45 












































































































































































































る部のなまえ （つづま) 


操作パネル 


表示部（メイン ) y 


•加熱時間や選んだ機能、働いている機能， 
状態を表示します。 

く例> 

--- • レンジ reoow 」 で 

iDOw J •か5化」 ] 分 30 秒。 


•設定する機能-温度などをカラーで表示します。 
また、加熱終了に近づくと、残り時間び赤に 
かわります。 

* 「デモ」び表示されているときは、店頭展示用モードです。 

このとさは、調理でさません。 

デモを解除して使用してください。 P 53 


广（ 手動夺一 ) P 3 2 〜 42 

•料理に応じて温度 
を設定して使ラ。 


時間 


^^スー ト> — ュー— ) 

•オートメ ニューで 調理 
するときに使う。 


G とりけし +• 


•キーを押し間違えた 
とさ、途中で加熱を 
やめたいとさに使ラ。 



r (表示部（サブ) 


•操作中に次の操作を表示したり、オートメニュー名など 
を表示させたりします。 

各メニューの手順については1^^(下をご覧ください。 

•才 ー トメ ニユー1〜2 (のみちの） P 18 〜19 
-才ートメ ニュー 3〜4 (解凍） P 20 〜21 
- 才ー トメ ニユー 日〜目（ゆでもの） P 22 〜23 
•才 ー トメ ニュー 7 〜 30 ( 才 ー トメ ニュー ） P 24 〜31 
•才 ー トメ ニュー 31〜33 (お手入れ） P 46 




とりけし 







X あたため/スタート夺 一) 


あたため P 16 〜17 
•時間設定び不要。 

スタート 

•加熱をスタートするとさに押す。 
* 加熱の途中でドアを開けると加熱 
は中断する。続けるとさはドアを 
閉め、わラー度押す。 


仕上びり温度の設定に使ラ。 


ダイヤル ； :次の設定のとさに、回して設定する。 

才ートメニュ ー 1 : 回してメニューなどを選ぶ。 

出力 I : レンジ のとさ出力の設定に使ラ。 

rii 間1 :時間の設定に使ラ。 

Hi " 度1 :参あたため、お好み温度、オートメニュー1〜2 のとき、 

• 3’ーブン、スチーム のとき、温度の設定に使う。 

I 仕上がり I :>1才ートメニュー のとさ、仕上びりの強弱 （ 才ートメニュー 2日〜27 は 

食品に残る油分•塩分の量）の調節に使う。（日段階） 

•スタート前か、スタート後約2日秒間（ランプ点好中）だけ調節でさる。 
G 巧-ミ夫定夺 一)： オートメニューを選んだ後や設定を行った後、押して決定する。 


c 表示部の見かた） - 

弱めやや弱め標準やや強め強め をイミ由分•塩分►か 


弱◄仕上がり►強 


多めややをめ標準やや少なめ少なめ 


I 左に回す。 

3加熱時間び約] 


やや弱め-弱め 
ややをめ.をめ 

やや強め•強め ] ちに回す。 

やや少なめ-少なめ J 加熱時間び約1 


2割減る。 

•2 割増える。 



■給水タンク 



スチームに供給する水を入れる容器です。 

使わないとさをカラにして本体に取付けておさます。 
給水タンクの使い方 P 11 




























































































































巧える容巧-巧えない容器 


容器の種類 

レンジ加熱 

ヒーター加熱 

八イブリツド加熱^ 
(レンジ+ヒーター） 

陶器、磁器 

©◎ 

〇 使える 

* ただし、ひび、傷、金銀の模様、色絵のある器は、傷めたり、义巧び出るので使えない。 

耐熱性ガラス容器 

〇 使える 

* ただし、ひび、傷のある器を使ったり、急熱、急冷すると割れることびある。 

耐熱性のない 
ガラス容器 

Q 受 

X 使ぇなぃ 

•クリスタルガラス、カットガラス、強化ガラスなども使えない。 

耐熱性 

プラスチック容器 

を 

〇 使える 

•耐熱温度び140で似上で、「電子レンジ使 
用可」の表示のある物が使える。 

* ただし、電波で変質ずる物、砂糖•油分 
のをしが斗理など、高温になる食品には使え 
ない。 

X 使ぇない 

* ただし、オーブン•グリル指定のものは使える。 

その他 

プラスチック容器 

風(@) 

乂 使ぇなぃ 

• 耐熱温度び14日で未満の物、電波で変質する物も使えない。 

(例：スチ□—ル、ポリエチレン、メラミン、ユリア、フエノール樹脂など） 

* ただし、スチ□ールトレーは解凍のみ使える。 

漆器、 

竹•木•炭•藤-紙製品 

X 使ぇなぃ 

•こげたり、塗りびはがれたり、ひび割れすることびある。 

* ただし、紙、楊枝、竹串などは料理によっては使うことびある。 

才ーブンシート 

〇 使える 

* ただし、パッケージの耐熱温度にしたびって使う。 

ラップ 

〇 使える 

• 耐熱温度び140で似上の物が使える。 

* ただし、砂糖•油分の多し、料理など、 
高温になる食品には使えなし、。 

X 使ぇなぃ 

* ただし、手動オーブン「発酵」 
には使える。 

X 使ぇない 

金属容器、金串、金網、 
アルミホイルなど 

終 Q 

X 使ぇない 

* ただし、アルミホイルは電波を反射する 
性質を利用して部分的に使うことがある。 
(解凍など） 

〇 使える 

* ただし、取っ手などがプラ 
スチックの物は使えない。 

X 使ぇない 

J 


* 耐熱温度は、容器に表示されている家庭用品品質表示法の表示をご覧ください。 

材質や耐熱温度びわからない容器は使わないでください。 

* あたため、お好み温度、オートメニュー 1 〜 4と3日のとさ（ホ外線センサー使用時)、ふた（陶器、ガラス、プラスチックな 
ど）を使ラと、センサーの働さび悪くなるので使わないでください。 



使える容器•使えない容器 


準備/音量調節/出しちれおが5せ 

カラ焼きをする 

初めてのご使用前に必ずカラ焼きを！ 

f 電源プラグをコンセントに差込み、 

ドアを開ける 表示部は「日」を表示。 



ヒーター 

加熱 


► ヒーター加熱時の気になるにおいを抑えるため、 
最初に庫内の油を焼さ切ります。 


2 

3 

4 


庫内に何もないことを 
確認して、ドアを閉める 


®(p(S) 

•煙やにおいび出ますび、故障では 
ありません。窓を開けるか、換気 
扇を回してください。 

•付属品、包装材、燃えやすい紙な 
どは必ず取る。 



を巧し、 



を回して 


巧1•脱臭 J を選ぶ 



を巧し、 



を巧す 


脱臭がスタート。（約1日分） 


オートメニコ 

31 


I 


r 


W 


約 2 日秒後に 
残り時間を表示。 


； 終了終了音び鳴る ： 

* 調理は本体び冷めてから行う。 


A 注意 

加熱中や加熱後は、高温部 
(庫内-本体など）に触れない。 
高温のため、やけどの原因。 


商知 I すせ I 

•カラ焼さをする前に調理をして 
も、食品には影響ありません。 

♦カラ焼さ後、庫内底面にミちれびシ 
ミ状に出ることびあります。お手 
入れを行ってください。 P 45 

•加熱終了後、電気部品を冷やす 
ため、最大約1日分間、本体内部 
のファンび回ります。（表示部は 
送風表示（み）び点なします） 


音量調節 


音量をかえたり、消すことがでさます。 

音量をかえる-音を消'すとを 

表示部が「日」のとさ、 

3回押すごとに、 


グリル 


を続けて 3回 押す 


. 投^投^授)„ ©©猩\がゎ,、愛5^度>疫) 

—► ^ 日 ^ LI 巧り し • 

(標準） （ル） （無音） 


をくり返す。 

* 最後の音び切りかわつた音です。 

* 切りかわると、2秒間「日」を点滅後、「日」を表示します。 


rr 鳴!5ない」に設定すると I 
• 全てのキー受付音、加熱終了音が鳴りません。 

•出し忘れお知 S せ機能を設定していても働をません。 


商知 I すせ I 

• 電源プラグを抜いても記憶しています。 


出し忘れお知5せ 


加熱終了後、食品をすぐに取出さないと、 
ブザーでお知らせする機能です。 

( 全ての丰一で働さます。 ^ 

V 出荷時は設定されていません。； 


出し忘れお知6せにするとを 

表示部が「日」のとさ、 


基- 


を続けて 3 回 押す 


(ピッピッピーッと鳴る） 

* 切りかわると、2秒間「日」を点滅後、「日」を表示します。 
* 戻すときも同じ手順です。（ピッピッピッと鳴る） 


r 設定ずると 1 

•加熱終了後、ドアを開けないと、1分ごとにブザーが 
鳴ります。 （1 日分間。表示部は「0」を表示。） 

•鳴っているブザーを消すとさは、ドアを開けるか、 
とりけしを押します。 


商知 I 可せ I 

•電源プラグを抜いても記憶しています。 




使える容器•使えない容器/準備/音量調節/出し忘れお知5せ 











































































ごはん • おかずをあたためる 


ホが線センサー 

レンジ 

P35 

加熱 


♦食品の 分量は1日日〜日日日 旨です。 

♦手動で加熱する場合の時間のめやす P47 



^ 食品を入れる 

容器に入れて庫内中央に置く。 



2個]; Lb の場合、中央に寄せる 

* 端に置いたり、少量の食品を加熱すると、食品の温度び正しく 
はかれず、発煙-発火の原因。 


®(p(D 

•付属品ははずす。 

•庫内底面び熱い（表示部に「高 
温ま意」び点滅している）とさは、 
耐熱性のない容器や、ラップ包 
装した食品などをのせない。 
溶けたり、変形の原因。 

•食品び少量 （1 日日旨未満）のときは、 
手動レンジ 「 MOW 」 で様子を見 
なびら加熱する。 


2 麵^を 巧ず 

加熱がスタート。 


♦設定温度は80でです。 

ごはんは 7 crc に設定する。 
♦でき上がり温度を選ぶとき P1 9 

ダイヤル を回して6日〜9日むを 
選ぶ。 


8矿 


▼ 約2日秒後に現在温度（めやす）を表示。 

(短い時間であたたまるわのは表示しない) 



厨知 I 爾 

•庫内の温度び高いと、ブヴーび 
鳴り、ホット表示となって使えま 
せん。とりけしを押し、ドアを開 
けて庫内び冷めるのを待ちます。 

P53 

•加熱中など、ドアの内側びくちる 
ことびありますび、本体には景ミ響 
ありません。 

•加熱中、食品からパチパチ音び 
することびありますび、異常で 
はありません。 


©輸の 



加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 

容器も熱くなっていることが^ 
あるので、気をつける ) 


•ちっと熱くしたいとき P43 

加熱終了後、「延長巧」と表示 
されているときに、 ダイヤルで 
時間を合わせる。 


• ゆで卵や目玉焼さを作ったり、 
あたため直しはしない。 

破裂してやけど-けび-破損の 
原因。 

•市販のおべんとうは、ラップや 
ふた、アル S ホイルや別容器の 
調味料を取除いてから加熱する。 
• ごはんとカレーなど加熱後の仕 
上びり温度び異なる食品は、同 
時に加熱しない。 

•あたためを 押すと、すぐに加熱 
びスタートする。調理物!;^外の 
物は入れない。 

火花-発煙-発火-故障の原因。 


田 


【下記の食品のあたため】 

■牛乳-お酒-コーヒーなど 

吟牛乳•コーヒーは才ートメニュー「1.牛乳」、お酒は才ートメニューに.お酒」で加熱 P 18 

(あたためでは沸とラして飛び散ったり、上手に加熱でをない） 

■肉まん-あんまん-パン 

■►肉まん•あんまんはオートメニュー「30.中華まんあたため」、パンは手動レンジ 「600 W 」 で 
様子を見なび!5加熱 （ P 47 「あたため」） 


ごはん • おかずのあたため 


ラップをずるちの 


ラップをしないちの 


>分量び多いとさ 

>あたためると飛び散って庫内びよごれるとき（カレーなど） 
>ラップは、食品部はゆったりと、容器の而ちは蒸気 
びをれないよラにぴったりおおラ 
(ラップの破裂防止のため） 


冷凍ごはん 

/で ホ 日日 


焼きそば•野菜炒め•煮もの 

加熱後、混ぜる。 

焼さ魚 • 煮魚 

煮魚は煮汁を少しかける。 

カレー 

シチュー 

加熱後、混ぜる。 







ごはん-ピラフ 
(常温-冷蔵） 

しっとり仕上げたいときは、 

スチーム あたため で様子を 

見ながら加熱する。 P 33 

汁もの （1 人分） 

みそ汁-すまし汁 

加熱前にかさ混ぜる。 

/突然沸とうして、飛び散り、 
I を防ぐため ) 

しゅうまい-八ンバーグ 
焼きとり 
(常温-冷蔵品） 

しっとり仕上げたいときは、 

スチーム あたため で様子を 

見なびら加熱する。 P 33 


冷ず品について 


■食品を上手に仕上げるため、パッケージに記載された調理 
時間より長くなることがあります。 

■クリームコ□ッケのよラな中身のやわ6かい物は、中身が 
出てしまラことがあります。 

上手な加熱のコツ 


■冷凍ごはんを作るときのコツ 

• 分量は一人分 （ 1回約1 50g 程度） 
ずつにする。 

• 熱いうちに、平ら（厚さ約2〜 3cm) 
に均一になるようピッタ U とラッ 
プに包む。 


厚さ約2〜 3 cm 



上手な加熱のコツ 

■食品の量にあった大きさ厘さ）の、陶磁器や耐熱性の 
容器を使う。 P 14 

■食品は高さび均一になるように盛りつける。 

食品が薄くて平6な物のとさや少量 （1 OOglU 下）のと 
さは、手動レンジ reoowj で様子を見なが6加熱する。 

■加熱の途中や終了後に、かさ混ぜや裏返しをする。 
■めるい部分があるとさは、かさ混ぜたり、裏返して 
手動レンジ r 目 00 W 」 で様子を見なが S 加熱する。 


ごはん•おかずをあたためる 










































































のみちのをおたためる (才ートメニュー 1 〜 2) 赤外を辭ヴ為 


•食品の 分量は1〜4 杯までで す。 

•手動で加熱する場合の時間のめやす P47 




食品を入れる 

牛乳はマグカツプに、酒はとつくりか耐熱性のコップに入れて 
庫内中央に置く。 



2個]; Lb の場合、中央に寄せる 

* 端に置くと仕上びりび悪くなった 
り、沸とラしたり、庫内から取出 
した後でち、突然沸とうして飛び 
散り、やけどの原因。 




を回して 


n -牛乳 J または R •お酒 J を選ぶ 


決定を巧す 
才-トメ 立-! \ 


ちに回すと、メニュー番号び 
「1」 - 「33」にかわる。 

左に固すと、「33」一 r 1」にかわる。 


®#(D 

•付属品ははずす。 

•庫内底面び熱い（表示部に「高温 
ミ主意」び点滅している）とさは、 
耐熱性のない容器やラップ包装し 
た食品などをのせない。 

溶けたり、変形の原因。 


3 儀户巧ず 


設定 



で 


•設定温度は牛乳は6日で、お酒は 
日〇でです。 


4 


♦でき上がりの温度を選ぶとき P1 9 

ダイヤルを回して設定温度を 
選ぶ。 



加熱がスタート。 


间知向せI 

庫内の温度び高いと、ブヴーび鳴 
り、ホット表示となって使えませ 
ん。 とりけしを 押し、ドアを開 
けて 庫内び;令め るのを 待ちます。 

P53 



ipSt 


約25秒後に現在温度（めやす）を表示。 
(短い時間であたたまるわのは表示しない） 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 

容器や取っ手ち熱<なって\ 
いることがあるので、気を 
\つける 


>ちっと熱くしたいとき P43 

加熱終了後、「延長巧」と表示 
されているときに、 ダイヤルで 
時間を合わせる。 


スタート前かスタート後20秒じ(内（ランプ点な中）に 
ダイヤルを回して、設定温度を選ぶ 

(あたためはスタート後のみ） 


ちに回すと設定温度び上びる 
左に回すと設定温度び下びる 



【設定でさる温度】 


友たため 

才ートメニュー 

60〜90で 

「1.牛乳」 


40〜80で 


にお酒」 


40〜60で 


* 己む単位で設定でさます。 



_ 上手な加熱のコツ 

■ 1杯分の分量のめやす （ lmL = 1 CC ) 

牛乳=約2日日 mL 
•酒かん=約 180 mL 
容器の約8分目をめやすに入れる。 

• 容器に対して少量しか入れないと仕上びり温度び高くなり、 
沸とうする場合びある。 

■分量にあった容器を使ラ 

容器の大ささ、形状、厚さ、材質により、仕上びり温度びかわる。 
•とっくりは背の低い物を使う。 

• 牛乳ビンや紙パックでの加熱はしない。 


■首の細いとっくりは 

上1/3をアルミホイルでおおって、しっかりと押さえる。 


アルミホイル 



■加熱後は 

よくかき混ぜる。 



でを上びりの温度を選ぶとを 


のみらのをあたためる 




















































































巧や魚を巧巧ずる (才ートメニュ ー 3〜 4) の、外も散ヴ 


• 食品の 分量は約100〜日日 Og です。 

• 出力約1日 0 W 相当のレンジ加熱です。 

• 手動で加熱する場合の時間のめやす P 47 




食品を入れる 

ラップをはずし、 

スチ□ールトレーごと 
庫内中央に置く。 



®#( S ) 

•付属品、ラップ、飾りははずす。 
•庫内底面び熱い（表示部に「高温 
ミ主意」び点滅している）とさは、 
ドアを開けて冷やしてから使う。 
(約2日分） 




を回して 


r 3 -巧解凍 J または r 4 •をしみ解凍 J 


を選ぶ 


決定を巧す 
すートメ 三 IH \ 


ちに回すと、メニュー番号び 
「1」-^「33」にかわる。 

左に园 f と、「33」一 r 1」にかわる。 


夕 



を巧ず 


才-トメニュ- 


弱◄住上びり►強 I 


4 



を巧ず 


►仕上がりの調節をしたいとさ P 12 

ダイヤルを回して、仕上びりを 
調即する。 


间知间せ I 

庫内の温度び高いと、ブヴーび鳴 
り、ホット表示となって使えませ 
ん。 とりけしを 押し、ドアを開 
けて 庫内び;令め るのを 待ちます。 

P 53 

•食品の形状-初期温度によって 
は、部分的に煮えることびありま 
す。 


加熱がスタート。（約3〜2日分) 


才-トメニユ- 


:] 


弱◄化上びり►強 I 


▼ 


数分後、残り時間を表示する。 
(ただし、表示しない場合もある） 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 


>まだ解凍でさていないとさ P 43 

加熱終了後、「延長巧」と表示 
されているときに、ダイヤルで 
時間を合わせる。 


スチ□—ルトレーのあり/なし 


ち D 


なし 


【次の場合、自動ででをません】 

•少量 （1 日日 g 未滿のとき 
参オーブン使用後など、庫内があたたか 


ラップ对まずしてスチ□-ルト 
レーごと庫内中央に置く 


平皿の上に、ラップをはずした 
食品をのせ、庫内中央に置く 






いとき 

•ラップ包装のまま解凍したいとき 
•冷凍室から出してしばらく時間のたつ 
たちの、溶けかけているちの 


手動レンジ rsoowj で様子を見なが 
ら解凍する 


解凍前の下準備 


肉解凍：才ートメニュー「3.肉解凍」 


广 


さしみ解凍：オートメニュー「4.さしみ解凍」 




♦解凍後、加熱調理するとさなど 


• 解凍後、そのまま生で食べるときなど 


(ほぐせる仕上がり) 


(包 T で切れる仕上がり) 



薄切り肉 

冷凍時に、でさるだけ重 
ねないで平らにする。 


ひさ肉 

冷凍時に、薄<平らな形 
にル分けする。 


かたまり肉 

側面にアルミホイルを卷<。 
ダイヤルを 回して仕上び 
り r やや強め•強め」を 使う。 


とり肉 

骨付さのをを肉は、細い部分にアルミホイルを 
巻く。 



まぐろ•切り身魚 

厚さび均一でないときは、 
薄い部分にアルミホイルを 
巻く。 



えび 

冷凍時1 し、 重ねないで平 
らにする。 


一匹魚 

頭、尾などの細い部分に 
アルミホイルを巻く。 





©嘯の 


上手な解凍のコツ 


♦ アル S ホイルは庫内底面や壁、 

ドアに触れないように巻く。 

触れると乂花の原因。 


■ラップをはずす 

ラップをしたままでは、自動で解凍でさない。 

■厚みのある物、かたまり肉などは側面に 
アルミホイルを巻く 

側面だけ早く解凍されるのを防ぐことび 
できる。また、 ダイヤル を回して仕上び 
り r やや強め•強め」 を使う。 

■細い部分、薄い部分にはアルミホイルを 
巻< 

解凍のしすぎを防ぐことびでさる。 

また、薄い物は ダイヤル を回して仕上び 
り r やや弱め•弱め」 を使う。 


■冷凍室か6出してすぐに解凍 
溶けかけている物、1日日呂未満の物は、解凍 
しすぎを防ぐため、 手動レンジに 00 W 」 

で様子を見なびら解凍する。 
■ホームフリージングは 
♦新鮮な物を選ぶ。 

•飾りや敷さ物は取除く。 

• 1回分（約2日日旨）ずつに分けて、 

約3 cm じ(内に厚さをそろえる。 
•空気を抜さ、ラップなどで密封する。 









































































































巧巧をゆでる (才ートメニュー日〜 6) ^0^ 


• 食品の 分量は葉菜が約1日日〜日日日呂、根菜が約1日日〜目日日 g です。 
•手動で加熱する場合の時間のめやす P 47 




食品を入れる 

① 食品を洗い、水気を残したまま 
ラップでピッタリ包む。 

② 平らな耐熱皿にのせて、庫内中央に置く。 





を回して 


rs -葉菜 J または re •根菜 J を選ぶ 



ちに回すと、メニュー番号び 
r 1」^「33」にかわる。 

左に园すと、「33」一 r 1」にかわる。 


®#(D 

•付属品ははずす。 

♦庫内や底面び熱い（表示部に「高 
温注意」び点滅している）ときは、 
耐熱性のない容器やラップ包装し 
た食品などをのせない。 

溶けたり、変形の原因。 

•少量 （1 日日 g 未満）や、すでに加熱 
されたものは、手順 2 〜 4 は使 
わない。 手動レンジ r 目 OOW 」 で 
様子を見なびら加熱する。 

•細くルさいもの （1 日日 g 未満）、保 
存などにより乾燥しているもの 
は、 手動レンジ r 目 OOW 」 で加熱 
時間を短めにして、様子を見なび 
ら加熱する。 



仕上がりの調節をしたいとさ P 12 
ダイヤルを回して、仕上びりを 
調即する。 



阿知 I 耶 I 

•庫内の温度び高いと、ブヴーび鳴 
り、ホット表示となって使えませ 
ん。とりけしを押し、ドアを開 
けて庫内び冷めるのを待ちます。 

P 53 

•加熱中など、ドアの内側びくちる 
ことびありますび、本体には影響 
ありません。 


加熱がスタート。 



W 

] 熱終了力 


数分後、残り時間を表示する。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 


加熱がたりないとさ P 43 

加熱終了後、「延長可」と表示 
されているときに、ダイヤルで 
時間を合わせ、様テを見なびら 
加熱する。 

f 再度、手順 2 〜 4 で加熱しない。、 
さつまいもなどは加熱し過ぎと 
\なり、焦げ•発煙•発火の原因/ 


加熱前の下準備 


葉•花•果菜：才ートメニュー巧.葉菜」 


•洗ってラップに包み、耐熱皿にのせる。 


ブ□ッコリ—.カリフラワ— なず ほうれん草•キャベツ•白菜などグ U —ンアスノくラガス 



ル房に分けて太い部分に 
切り込みを入れる。 


加熱後、水にさらしてア 
クを抜<。 


茎と葉を交互に重ねてラ 
ップに包む。アクの強い 
物は、加熱後、水にさら 
してアクを抜く。 


根元の固い部分の皮を 
むく。穂先と根元を交 
互に重ねて、ラップに 
包む。加熱後、水にさ 
らして色止めをする。 


根菜 • 乂の通りにくいもの：才ートメニュー r 目.根菜」 


♦洗ってラップに包み、耐熱皿にのせる。 


じやがいち-さつまいち 



加熱後、約日分庫内でむらす。 




かぼちゃ 


大きさをそろえて平らにし、 
ラップに包む。 



とうちろこし 



皮をむいてラップに包む。 
(はじける音びするとさびある。) 


【細かく切ったもの-少量のとを】 

今手動レンジ reoowj で様テを見なびら加熱する I お I 知| 5 |せ I 



中1コに日日含）=約4分 
店、たをしないで加熱する。 

上手な加熱のコツ 


にんじんのスライス 



中]本 (100 g )= 約8〜10 分 


•薄く切ったもの、ルさく切ったも 
の（にんじん、ミックスベジタブ 
ルなど）の少量加熱は、火花び出 
ることびあります。 

耐熱容器に入れ、ひたひたの水を 
加えたり、様子を見なびら 手動 
レンジ r 郎 0 W 」 で加熱してくださ 
し、 


ひたひたの水を入れ、 ご、た 
をして加熱する。 

こんなメニューにち 


■洗ったあとの水気を残したまま加熱する。 
■厚さや大ささをそろえて加熱する。 

■加熱の途中で、裏返しやかさ混ぜをすると、 
加熱ムラが少なくなる。 

■ほラれん草やなすなどアクの強い野菜は、 
加熱前や加熱後に水にさ6してアクを抜<。 


•コ□ッケ■►じゃびいも…水っぽくならず、コ□ッケの形を 

整えやすくなります。 

♦マーボーなす今なす…炒めるとさ、油の量を減らせます。 

• かぼちゃの煮物今かぼちゃ • ••煮込みの時間び短くでさます。 







































































































オー トメ ニュ — (7 〜1 5) で 調巧する 


才ートメニューを使って 

別冊メニュー集の料理が自動ででさます。 



石巧きいもを焼くとき 



食品を入れる 

角皿にアルミホイルをしき、食品をのせて棚下段にのせる。 




を回して 


ri 4 •打規まいち J を選ぶ 


トト メ豐押 \ す ちに回すと、メ ニュー 番号び 

_!4晶 _ _ I 「リー「33」にかわる。 

左に回すと I 、「33」一 r 1」にかわる。 


• 角皿は奥までしっかり入れる。 


阿知 I 爾 

• 設定温度の変更はでさません。 


夕 



を巧ず 



弱◄仕上びり►強 


4 


♦仕上がりの調節をしたいとき P 12 

ダイヤルを回して、仕上びりを 
調即する。 



加熱がスタート。 

約20秒後、残り時間を表示。 

I 「7.手作りグラタン」 では、残\ 

り時間を表示するまで15分程 
度かかったり、残り時間び表 
\示されないことびある。 / 



加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 


•加熱時間を延長したいとさ P 43 

加熱終了後、「延長可」と表示 
されているときに、ダイヤルで 
時間を合わせる。 


•容器は、耐熱性のあるガラスや陶磁器で、底び平らな直径2日 cm 深さ9 cm 程度のふたつさのちのを使ラ。 

(レンジとヒーターの同時加熱なので、金属製のものは使えない） 

♦ メこユー集記載の分量-容器-調理法を守る。 

(分量び多いとふきこぼれて、庫内底面び巧れ、こびりつきの原因） 

•加熱終了後、容器び熱くなっているので、ミトンなどを使って取出す。 

•「8.直乂煮込」 は、スタート後、約1日分経過時点でブヴーび鳴り、3分間、加熱び止まります。 

食品をかさ混ぜ、スタートを押すと加熱を継続します。 

( ドアを開けなし化、3分後に自動的に加熱を継続します。） 


才ートメニユー表 


加熱の 

種類 

メニュ ー 

番号 

メニュー 

使用する付属品 

メニュー集記載ぺージ 

グ 

■J 

ル 

11 

1 

手作りグラタン 

(棚上段：角皿） 

マカ□ニグラタン 今別冊 P 66 

豆乳グラタン 今別冊 P 目 6 

ほうれん草とさけのグラタン 今別冊 P 目 7 

野菜グラタン 今別冊 P 67 

なすのグラタン ■►別冊 P 67 

チキンドリア 今別冊 P 68 

ラヴニア 今別冊 P 關 

ちちのラヴニア風 今別冊 P 關 

ノ、 

-r 

ブ 

■J 

ツ 

ド' 

8 

直乂煮込 XI 

- 

ビーフシチュー ■►別冊 P 目 0 

レストランカレー ■►別冊 P 60 

煮豚 今別冊 P 61 

クリームシチュー 今別冊 P 61 

ヴンゲタン 今別冊 P 61 

9 

者を※！ 

- 

かれいの煮つけ 今別冊 P 75 

いわしのしよラが煮 ■►別冊 P 7 日 

さばのみそ煮 呼別冊 P 7 日 

111 

ILI 

煮豆 XI 

- 

黒豆 今別冊 P 1 日 8 

金時豆 今別冊 P 1 日 8 

レ 

ン 

ジ 

II 

セツ トメニュー 

- 

にんじんのた S こ和え ■►別冊 P 110 

にんじんのきんぴ S ■►別冊 P 110 

レンジマリネ 今別冊 P 11 日 

赤ピーマンとチンゲン菜の 砂め もの今別冊 P 11 日 
ほラれん草チーズ ■►別冊 P 1 10 

かじさまぐろのなみそ焼さ ■►別冊 P 1 11 

とり肉のマスタード焼さ ■►別冊 P 1 11 

ささみの梅じそ焼を 今別冊 P 1 11 

とり肉ボール 今別冊 P 111 

もやしとホピーマンのソテー ■►別冊 P 1 11 
じゃがいちべーコン ■►別冊 P 1 11 

才 

1 

ブ 

ン 

に' 

シフオンケー夺 

- 

シフオンケーキ 今別冊 P 114 

シフオンケーキの 

バリエーション 今別冊 P 114 

に1 

□ールケーキ 

(棚下段：角皿） 

□ールケーキ ■►別冊 P 119 

□ールケーキの 

バリエーション 今別冊 P 119 

1し1 

石焼をいら 

(棚下段：角皿） 

石焼さいち 今別冊 Pim 

15 

パエリア 

(棚下段：角皿） 

パエリア 今別冊 P 68 



才—トメニユー (7 〜巧) 







































































オー トメ ニュ — (16 〜 21) で調理する 

才ートメニューを使って 

別冊メニュー集の料理が自動ででさます。 


B is .SI 


I グリル I スチーム 11 才ーブン 11 レンジ I r 


巧-決定 .1 


□-ストビ-フを巧くとま 

CS：) 

を押し、 




を回して 


r 2 o •□—ストビーフ J を選ぶ 

' ちに回すと、メニュー番号び 

r 1」^「33」にかわる。 


2 


予熱決定を巧す 
すートメごこ H \ 

巧 


設定 Vt： ニニ;^ 

儀 

^ を J 甲ず 

7〇 

i 最な品巧屈 


左に回すと、「33」1」にかわる。 


夕 



を押ず 

r 

予熱がスタート。 （予熱時間：約 16 分） 


>表示部は「予熱」び点滅。 



jm 

食品を入れる 


角皿にアルミホイルをしき、食品を 
のせて棚下段にのせる。 


A ミ主意 

予熱後は、庫内が熱くなっている 
ので、やけどに注意する。 



[とり i ル! 


商知 I すせ I 

• 設定温度の変更はでさません。 


• 角皿は奥までしっかり入れる。 


田 


5 


を巧ず 


>仕上がりの調節をしたいとき P 12 
ダイヤルを回して、仕上びりを 
調即する。 


加熱がスタート。 


約2分後、残り時間を表示。 

f に1.ヘルシーフライ」 では、残り時間を 

I 表示するまで約6分かかる。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 


>加熱時間を延長したいとさ P 43 

加熱終了後、「延長巧」と表示 
されているときに、ダイヤルで 
時間を合わせる。 


固知回せ I 


>保温び終了すると 5 の操作びで 
さません。手順 ^ からゃり直し 
て < ださい。 


才ートメニユー表 


メニユ ー 

番号 

メニュー 

使用する付属品 

メニュー集記載ぺージ 

1C 

IU 

石焼き八ン バーグ 

C > (棚下段：角皿） 

基本のシンプル八ンバーグ ■►別冊 P 12 

in 

1 1 

石焼きピザ 

\ (棚中段： 

\ ピザプレート） 

ピッツァマルゲリータ 今別冊 P 1 41 

ピザのバリエーシヨン ■►別冊 P 141 

10 

ILI 

石焼きパン 

C > (棚下段：角皿） 

パン.ド.カンパーニュ 今別冊 P 20 

10 

し/ 

フォカツチヤ 

C ^ (棚下段：角皿） 

基本のフォカッチヤ 吟別冊 P 26 

jri 

LIJ 

□ ーストビーフ 

C > (棚下段：角皿） 

にんにく風味 

石焼さ□ーストビーフ 今別冊 P 3 日 

□ーストビーフ ■►別冊 P 8 日 

E'l 

ヘルシーフライ 

C > (棚上段：角皿） 

エビフライ ■►別冊 P 目 2 

さけフライ 今別冊 P 62 

とりささみのごま揚げ風 今別冊 P 63 

ベジタブルアラカルト 吟別冊 P 63 

ポテトフライ 今別冊 P 63 

いわしのカレーフライ 今別冊 P 64 

クリスピーカツレツ 今別冊 P 64 

春巻さ 今別冊 P 64 

コ□ッケ 今別冊 P 6 日 

串カツ 今別冊 P 6 日 

豚肉のチーズサンド 今別冊 P 6 日 


才—トメニユ— 〜リ) 














































































才ートメニユー (22 〜 23) で調理する 


才ートメニューを使って 

別冊メニュー集の料理が自動ででさます。 



フランスパンを作るとを 


f 給水タンクに水を入れ、取付ける 

•給水タンクの使い方 P 11 




を回して 


r 22 •フランスパン J を選ぶ 


す熱巧定を巧す 

給水 

すートメ \ 

•が 



ちに回すと、メニュー番号び 
「1」^「33」にかわる。 

左に国すと、「33」一 r 1」にかわる。 



お◄仕上がり►強 



• 給水タンクに満水まで水を入れる。 


厨知 I 耶 I 

• 設定温度の変更はでさません。 




♦表示部は「予熱」び点滅。 


予熱がスタート。 （予熱時間：約1汾) 



予熱終了 予熱終了音び鳴る 


30秒ごとにブザーが鳴り、 
20分間は保温している。 


才斗メこュ\ I 


-ム ドメ ニ ュ\ I / ^ ■つ 

み？ I _ ( 



角皿に食品をのせて棚下段にのせる。 


S 食品を入れる 

を [ TTl し—を品ホのけて刷て巧 

6 


A 注意 

予熱後は、庫内が熱くなっている 
ので、やけどに注意する。 



を巧ず 


>仕上がりの調節をしたいとき P 12 
ダイヤルを回して、仕上びりを 
調即する。 


加熱がスタート。 



約2分後、残り時間を表示。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 

調理後は、排水を行う。 P 46 


>加熱時間を延長したいとき P 43 

加熱終了後、「延長可」と表示 
されているときに、ダイヤルで 
時間を合わせる。 


• 角皿は奥までしっかり入れる。 


商知 I 可せ I 

• 保温び終了すると 6 の操作びで 
さません。手順 ^ からやり直し 
て < ださい。 

•加熱中に「給水」び点滅している 

ときは P 53 

/加熱は続けていますので、仕上^ 
V びりびかねることびあります。/ 
•加熱中など、ドアの内側びくちる 
ことびありますび、本体には影響 
ありません。 


才ートメニユー表 


加熱の 

種類 

メニユ ー 

番号 

メニユー 

スチーム 

使用 

使用する付属品 

メニュー集記載ぺージ 

焼 

を 

ス 

チ 

I 

ム 

が 

フランスパン 

ち D 

^ ^ (棚下段：角皿） 

基本のフランスパン 今別冊 P 16 

巧 

シユー 

ち D 

^ > (棚下段：角皿） 

シュークリーム ■►別冊 P 128 

シュークリームの 

アレンジメニュー 今別冊 P 128 

プチシュー 今別冊 P 129 

エクレア 今別冊 P 129 


才—トメニュ ー( 巧〜巧) 












































































オー トメ ニュー (24 〜 30) で調理する 


才ートメニューを使って 

別冊メニュー集の料理が自動ででさます。 



スか5鳳ブを作るとま 

f 給水タンクに水を入れ、取付けて 
食品を入れる 

給水タンクの使い方 P 11 
角皿にアルミホイルをしさ、角網をのせる。 

食品をのせて棚上段にのせる。 

設定イご二：^^ 

を巧し、 ® を回して 
巧 5 •か 5 鳳ず J を選ぶ 

ちに回すと、メニュー番号び 
r 1」^「33」にかわる。 

おこ回市、巧 3 」一川にかわる。 


_ \ I / _ 

決定を巧す 給水 

すートメ ； rm \ 

巧岂_ 


• 給水タンクに満水まで水を入れる。 
• 角皿は奥までしっかり入れる。 


厨知 I 耶 I 

• 設定温度の変更はでをません。 



ぎ◄ミ由分•塩分►か 




•食品に残る油分（オートメニュー 
25と27)、塩分（才ートメニュー 
2目）の調節をしたいとき P 1 2 
ダイヤルを回して、仕上びりを 



加熱がスタート。 


調即する。 


トトに:!- •つ 

巧 H し _J 多◄ミ由分►か 


spXt 


約20秒後、残り時間を表示。 


加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 

調理後は、排水を行う。 P 46 


>加熱時間を延長したいとき P 43 

加熱終了後、「延長巧」と表示 
されているときに、ダイヤルで 
時間を合わせる。 


厨知 I 耶1 

•加熱中に「給水」び点滅している 

ときは P 53 

(加熱は続けていますので、仕上^ 
I び0びかわることびあ0ます。/ 
•加熱中など、ドアの内側びくちる 
ことびありますび、本体には景ミ響 
ありません。 


《1 

調理済みのフライなど（常温•冷蔵）をヴクッと仕上げます。（冷凍品はあたためを使う) 
食品の分量は約1日日〜3日日呂までです。 

•角皿にアルミホイルをしさ、角網をのせて食品を並べます。 

♦ラップや包装ははずします。 

♦手動で加熱する場合の時間のめやす P 47 

《2 

• 市販の中華まんをあたためます。手作りのものはラまくあたたまりません。 

• 耐熱皿に食品をのせます。 

•ラップや包装ははずします。 

•庫内温度び高いと、ブヴーび鳴り、ホット表示となって使えません。 

とりけしを 押し、ドアを開けて庫内び冷めるのを待ちます。 P 53 
♦手動で加熱する場合の時間のめやす P 47 


才ートメニユー表 


加熱の 

種類 

メニュ ー 

番号 

メニユー 

スチーム 

使用 

使用する付属品 

メニュー集記載ぺージ 


巧 

とりの 

パリパリ焼さ 

ち D 

^ ^ (棚上段：角皿） 

とりのパリパリ焼を 
とりのパリパリ焼さの 
アレンジメニュー 

今別冊 P 已 8 

今別冊 P 日 8 

焼 

を 

ス 

チ 

1 

ム 

/?5 

か! 5 揚げ 

ち D 

參 Z 上 是 網) 

とりのか 6 揚げ 
とりのか 6 揚げたれ味 
たこのか 6 揚げ 
スペアリブ 
スペアリブの 
アレンジメニュー 

今別冊 P 日 6 
今別冊 P 日 6 
今別冊 P 日 7 
■►別冊 P 日 7 

■►別冊 P 日 7 

成 

焼さ魚 
(切身） 

ち D 

參 Z 心 

さけ焼を 
あじの開さ 
塩さば焼さ 

今別冊 P 日 8 
今別冊 P 日 8 
今別冊 P 日 8 


巧 

フライ再加熱 XI 

あ D 

參 ZZ : 網) 



蒸 

し 

ス 

み弓 

茶わんむし 

ち D 

^ ^ (棚下段：角皿） 

茶わんむし 
中華風茶わんむし 

今別冊 P 日 4 
今別冊 P 日 4 

チ 

1 

ム 

巧 

蒸しケー夺 

ち D 

^ ^ (棚下段：角皿） 

蒸しケーキ 

今別冊 P 12 目 

レ 

ン 

ジ 

31] 

中華まん 
ちたため 

ち D 

- 





才—トメニュ ー ( M 〜加) 





































































レンジで調巧ずる WW 


600W* 卵 0W • 2 邮 W •100W) 


レンジ 

加熱 


お好みのレンジ出力 （ W )、 時間を合わせて •設定できる時間は、 1000 W は 10 秒〜日分、目 oow.soow は 

あたためキす 10秒〜20分、 200 W - 100 W は30秒〜90分です。 




食品を入れる 

容器に入れて庫内中央に置く。 




■手動 

■ スチーム 
あたため 

■お巧み温度 


1回押す 


3 馨を回して 

レンジ出力を選び、を巧ず 

ちに回すと1日日日 W 、 

左に回すと 5 日日 W 、 2 日日 VV 、100 W . 
び表示される。 



•付属品ははずす。 

•庫内底面び熱い（表示部に「高温 
ミ主意」び点滅している）とさは、 
耐熱性のない容器や、ラップ包装 
した食品などをのせない。 
溶けたり、変形の原因。 


厨知间せ I 

•安全のため、乾燥したちのや、少 
量 （1 日日旨未満）のものは、レンジ 
出力を低下させることびある。加 
熱び不足のとさは、手動レンジ 
rsoow 」 を使い、食品の状態を確 
認しなびら、再度、加熱する。 
加熱中など、ドアの内側びくちる 
ことびありますび、本体には影響 
ありません。 

• 合わせることびできる時間単位 

1000 W 


4 胃を回して 
時間を合わせ、 




を巧ず 


fflODw 巧*ょ 


2日分(上は分のみを表示。 


5 



を巧ず 


加熱がスタート。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 


•加熱時間を延長したいとき P 43 

加熱終了後、「延長巧」と表示 
されているときに、 ダイヤルで 
時間を合わせる。 


已秒単位 

1(]秒単位 

1日秒 3日秒 已分 

600 W /500 W 

1(]秒単位 

3日秒単位 


1日秒 日分 2日分 

200 W /100 W 


3(3 秒単位 I 1分単位 I 日分単位 
3日秒 1日分 3日分 9日分 


上手な加熱のコツ 


加熱時間は、食品の■が2倍にな 
ると2倍弱になる。 

加熱時間を短めにし、途中ででさ 
ばえを見て調節したり、かさ混ぜ 
や裏返しをする。 

■煮こみのとさ 

•而さこぼれを防ぐため、必ず深め 
の耐熱容器を使う。 

• ふたびないとさはラップをかける。 

•落としぶたは、耐熱容器よりもひと 
まねりノ」\さめの皿やオーブンシート 
でちよい。 


スチームあたためで調巧ずる 

ラップなどをしないでしっとりあたためます。 



レンジ 

加熱 


>設定でさる時間は、3日秒〜1日分です。 
>出力30日 W のレンジ加熱です。 



，給水タンクに水を入れ、取付ける 

* 給水タンクの使い方 P 11 


容器に入れて庫内中央に置く。 


2 食品を入れる 

巧 SHf-Tl ゎァぉ rihrh 血 I - 里 

3 


4 





加熱がスタート。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 

調理後は、排水を行う。 P 46 


>加熱時間を延長したいとき P 43 

加熱終了後、「延長巧」と表示 
されているときに、 ダイヤルで 
時間を合わせる。 


®#( S ) 

• 給水タンクに満水まで水を入れる。 
•庫内底面び熱い（表示部に「高温 
注意」び点滅している）とさは、 
耐熱性のない容器や、ラップ包装 
した食品などをのせない。 
溶けたり、変形の原因。 


商知 I 可せ I 

• 合わせることびでさる時間単位 


1(]秒単位3(]秒単位 


3(]秒 已分 


1已分 


商知 I すせ I 

•加熱中に「給水」び点滅している 

ときは P 53 

(加熱は続けていますので、仕上^ 
V び0びかねることびあ0ます 。 y 
•加熱中など、ドアの内側びくちる 
ことびありますび、本体には影響 
ありません。 

•庫内の温度び高いと、スチーム 
は出ていてち見えないことびあ 
0ます。 



レンジ 














































































































お巧み温度にあたためる 


赤外線センサーレンジ 
P 35 加熱 


•温度の表示はめやすです。 

• 設定できる 温度は一1〇〜90で 、 
食品の 分量は約1 日日〜日日日呂 です。 




食品を入れる 

容器に入れて庫内中央に置く。 




を3回巧ず 


設定 \ I / 

•5 日て 


■手動 

■ スチーム 
あたため 

■お好み 温度 


3 回押す 



@)を回して 

お好みの溫度を合わせ、を巧ず 

ちに回すと設定温度び上びる。 
左に回すと設定温度び下びる。 


設定 

で/ 


庫内や底面び熱い（表示部に「高 
温を意」び点滅している）ときは、 
耐熱性のない容器や、ラップ包装 
した食品などをのせない。 
溶けたり、変形の原因。 


唐内の溫度が高いと（ホット表示) 



• お好み温度を選ぶとブヴーび鳴 
り、ホット表示となって使えませ 
ん。とりけしを押し、ドアを開 
けて庫内び;令めるのを待ちます。 
(約2日分）ただし、手動レンジ、 
スチームあたためはすぐ使えます。 


上手な加熱のコツ 


-1 日〜日では2で単位、 P 17 

0〜9日むまでは日で単位で設定でさる。 



加熱がスタート。 




. - マ 約25秒後に現在温度（めやす）を表示。 

\ / (スタート後は、設定温度の変更はでさません) 

加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 


お巧み温度と食品のめやす 


厂 


設定できる温度 


90 



スー J 

カ レー • シチュー 

•加熱後、湿ぜる。 


ごはん 
みそ汁 


牛乳 
お酒 


バター•チヨコレート 
(溶かず） 

•バターは、約 3 cm の角切りにする。 


べビーフード 


30 



>容器に移しかスて加熱する。 

>冷凍したむのは、あたためられません。 

>赤ちゃんに与える前に必ず温度を確かめる C 


バター.クリームチーズ 
(柔5かくずる） 


アイスクリーム（柔5かくずる） 

• 分量は12日〜日日日 mL にする。 

• 容器の而た（内ぶたち）は必ず取る。 


* べビ ーフー ドの]回に加熱できる量は 6日〜13日呂。 


ホか線センサーにごいて 


■温度の表示はめやすでず 

スタート後、約2日秒で現在温度び表示されます。温度 
は食品のおよその平均温度です。短い時間であたたま 
るものは表示しない場合びあります。 

■食品は庫内の中央に置く 

食品の温度を正しく検知するために中央に置いてくだ 
さい。 

複数個を同時に加熱するとさは、中央に寄せて置いて 
<ださい。 

■容器は陶磁器-耐熱性のものを使う 

食品の量にあった大ささの、陶磁器•耐熱性の容器を 
使います。 才ートメニユー「3.肉解凍」「4.さしみ解凍」 

iU 外は、スチ□ールトレーを使用しないでください。 


■庫内を巧分に冷まして使う 

庫内の温度び高いと、赤外線センサーび使えません。 
(ホット表示になります） P 34 

また、レンジ連続使用時などで、庫内底面び熱いときは、 
赤外線センサーび上手く働かず、仕上びり温度び低くな 
ることびあります。 

■ふたは使わない 

陶器-ガラス-プラスチック製のふたはホ外線センサ 
一び上手く働かないため使えません。 

分量の多いときやカレーなど飛び散るものはラップを 
します。ラップをすると仕上びり温度び変わります。 



お好み温度 


ごはん•おかずの 
あたために 


パン•ピザなどの 
あたために 





















































































オーブンで調巧ずる (発酵) 


ヒ—夕_ 
加熱 


パン生地などの発酵に使います。 •設定できる温度は 3 日で、 35 で、40で、 45 でです。 

•設定できる時間は、1〜120分です。 




食品を入れる 

角皿に食品をのせ、棚にのせる。 


• 角皿は奥までしっかり入れる。 




〈1獻 〈2段〉 


■ 1段 
>2段 
■予熱あり 


■ 1段 
>2 段 
■予熱あり 


1 回巧す 3 回押す 

発酵4日むび表示される。 


3 

発酵温度を選び、を巧す 


ちに回すと45で、 

左に回すと35む、30でび表示される。 




4 



を回して 
時間をちわせ、 



を巧す 


設定 


骗。 5し!分 


2日分ソ上は分のみを表示。 


间知间せ I 

• 合わせることびでさる時間単位 
3(]秒単位 I 1分単位 I 日分単位’ 
1分 1日分 3日分 12日分 


5 瞩^を 巧す 


発酵がスタート。 

\ I / 

圓 

' 3 D " し!弓: 


残り時間を表示。 

(途中で発酵温度の変更はでさません) 


•加熱時間を延長したいとさ P 43 

加熱終了後、「延長可」と表示 
されているときに、 ダイヤルで 
時間を合わせる。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 


厨知 I 耶 I 

夏場や冬場など室温の高低や、庫 
内に入れる食品や容器によって、 
発酵中の庫内の温度び変わってさ 
ます。 

食品の様子を見なびら発酵の温度、 
時間を調節してください。 

発酵しすぎを防ぐため、開始已秒 
後に庫内灯は消灯します。 

庫内の様子を見たいとさは、 
オーブンを押して < ださい。 

已秒間、点巧します。 


才ーブンで調巧ずる 



(モ熱なし） 


ヒーター 

加熱 


1段/2段を選び、温度、時間を合わせて調理します。 


>設定できる温度は1〇〇で〜340で、 

時間は、 1 〜 120 分 （ 21 crci ； Lb は 60 分まで）です。 



1 

2 


[グ U ル][ス子—ム1^才-ブン I r レンジ I \ 


食品を入れる 

角皿に食品をのせ、棚にのせる。 



を巧ず 


〈1段〉 


〈2段〉 


mm I 
設定 \ I / 

じしので 




1 回押す 3 回押す 

発酵4日むび表示される。 


3 



を回して 
温度を合わせ、 



を押ず 


設定 




[h 


ちに回すと、発酵45む、 ] 日日〜 
34日む、1日む単位で表示される。 
左に回すと、発酵35む、発酵3日で 
び表示される。 


4 胃を回して 
時間を合わせ、 



設定 


巧口 で 谓分脚 



を巧ず 


20分上は分のみを表示。 


5 



を押ず 


加熱がスタート。 


設定 




>途中で温度を変更したいとき 

① オーブン を押す(温度び点滅） 
③ ダイヤルで 温度を合わせる 



残り時間を表示。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 


>加熱時間を延長したいとさ P 43 

加熱終了後、「延長可」と表示 
されているときに、 ダイヤルで 
時間を合わせる。 


®#(D 

• 角皿は奥までしっかり入れる。 


商知 I すせ I 

• 合わせることびでさる時間単位 


3(]秒単位1分単位日分単位 


1分 1日分 


3日分 12日分 


上手な加熱のコツ _ 

■ガスオーブンや市販の料理ブックで 
の作りちの温度や時間に合わせた場 
合、仕上がりがよくないことがある。 
お好みの仕上がりになるよラに温 
度•時間•棚-角皿の前後をかえる。 
■加熱中は、ドアの開閉は控えめに。 

(庫内温度が下がる原因） 

■加熱後は、焦げを防ぐため、すぐに 
取出す。 



才—ブン(発酵)/才—ブン(予熱なし) 



















































































































オーブンで調巧ずる (モ熱あり） 


ヒーター予熱のとさ、 
加熱食品は入れない 


予熱してから調理します。 • 設定できる温度は100〜 34 〇で、時間は1〜に〇分 Gicrciu 上は目0分まで)です。 

• 予熱は自動的に行います。予熱時間は約4〜30分です。 






〈1段予熱あり〉〈2段予熱あり〉 



2回押す 


■ 1段 
■ 2 段 
■予熱 あ0 


4回押す 


2日日むび表示される。 


2 戀を目して。;^ 

溫度を合わせ、を押ず 

] 日日〜34日で、1日で単位で表示。 
f ちに回すと温度び上びる。、 
I 左に回すと温度び下びる 。 j 


す熱 


設定 

巧0( 


3 



予熱がスタート。 



約2日秒後に 
現在温度を表 TJX 〇 

予熱終了 予熱終了音び鳴る 

30秒'ごとにブザーが鳴0、 
20分間は保温している。 


丄 


設定 


卿 


拐巧約 信お 

no 


で 


间知间せ I 

•現在温度は、庫内のおよその温度 
です。途中でドアを開けたとさな 
ど、表示と実際の温度び異なる場 
合びあります。 


上手な予熱のコツ 

庫内温度び下がると、仕上びりが 
悪くなります。 

•予熱中にドアを開けないでくださ 
い。 

•予熱後は、でさるだけ早く食品を 
入れて、加熱してください。 


加熱 
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食品を入れる 

ち皿に食品をのせ、棚にのせる 


設定 


巧日で 


l：h 


つ^注意 

予熱後は、庫内が熱 < なって 
いるので、やけどに注意する。 



5 胃を回して 

時間を合わせ、 



を巧ず 


設定 


巧な C お分 


20分上は分のみを表示。 


>温度を変更したいとき 
① オーブン を押す(温度び点滅） 
③ ダイヤルで 温度を合わせる 
③ 押-決定 を押す 


6 



を押ず 


加熱がスタート。 


設定 


巧扩_が分 


>途中で温度を変更したいとき 

① オーブン を押す(温度び点滅） 
③ ダイヤルで 温度を合わせる 



残り時間を表示。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 


>加熱時間を延長したいとさ P 43 

加熱終了後、「延長巧」と表示 
されているときに、 ダイヤルで 
時間を合わせる。 


贷禮 ( S ) 

• 角皿は奥までしっかり入れる。 


商知 I 可せ I 

•合わせることびでさる時間単位 


3日秒単位1分単位日分単位 


1分 1日分 3日分 12日分 

>保温び終了すると 5 の操作びで 
さません。手順 y からやり直し 
て < ださい。 


_ 上手な加熱のコツ ^ 

■ガスオーブンや市販の料理ブックで 
の作りちの溫度や時間に合わせた場 
合、仕上がりがよくないことがある。 
お好みの仕上がりになるよラに温 
度•時間•棚-角皿の前後をかえる。 
■加熱中は、ドアの開閉は控えめに。 

(庫内温度が下がる原因） 

■加熱後は、焦げを防ぐため、すぐに 
取出す。 


才—ブン(予熱あり) 










































































スチームで調巧ずる (巧き) 


手動での焼さスチーム調理に使います。 


•設定できる温嵐ま150〜340で、 
時間は1〜目〇分です。 



f 給水タンクに水を入れ、取付ける 

•給水タンクの使い方 P 11 


ク 



を巧ず 



1回押す 


予熱するときは 

1段オーブンで予熱する 
( P .38 手順^ 〜3) 

• 給水タンクに満水まで水を入れる。 



食品を入れる 

角皿に食品をのせ、棚にのせる。 


注意 

予熱後は、庫内が熱くなっている 
ので、やけどに注意する。 _ 


©( p ( S ) 

• 角皿は奥までしっかり入れる。 


# 胃を回して 
温度を台わせ\ 



曲て 


~ I ~^ 



を押す 


15 日〜 34 日む、 1 日む 単位で表示。 


5 設定 

戀を回して 

時間を合わせ、を押す 


定 つ〇 

だが ゴし ! 分 I 2 日分上は分のみを表示。 
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加熱がスタート。 



3 お扩 ピ弓分 


，杰 


残り時間を表示。 


加熱終了加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 

調理後は、排水を行う。 P 46 


• 途中で温度を変更したいとき 

①スチーム を押す(温度び点滅) 
③ ダイヤルで 温度を合わせる 


•加熱時間を延長したいとさ P 43 

加熱終了後、「延長巧」と表示 
されているときに、 ダイヤルで 
時間を合わせる。 


间知间せ I 

• 合わせることびでさる時間単位 
3(]秒単位 I 1分単位 I 日分単位’ 
1分 1日分 3日分 6日分 


阿知 I 爾 

•加熱中に「給水」び点滅している 

ときは P 53 

(加熱は続けていますので、仕上^ 
V び0びかねることびあ0ます。/ 
加熱中など、ドアの内側びくちる 
ことびありますび、本体には影響 
ありません。 

•庫内の温度び高いと、スチーム 
は出ていても見えないことびあ 
0ます。 


スチームで調巧する 



傭し） 


ヒーター 

加熱 


手動での蒸しスチーム調理に使います。 


>設定できる時間は1〜目〇分です。 
>温度の設定、予熱はでさません。 




f 

2 
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給水タンクに水を入れ、取付ける 

•給水タンクの使い方 P 11 

食品を入れる 

ち皿に食品をのせ、棚にのせる。 


4 




加熱がスタート。 


巧分 


残り時間を表示。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 

調理後は、排水を行う。 P 46 


>加熱時間を延長したいとさ P 43 

加熱終了後、「延長可」と表示 
されているときに、 ダイヤルで 
時間を合わせる。 


®#( S ) 

• 給水タンクに満水まで水を入れる。 

®(p(S) 

• 角皿は奥までしっかり入れる。 


商知 I すせ I 

• 合わせることびでさる時間単位 


3(]秒単位1分単位日分単位 


1分 1日分 


3日分 6日分 


商知 I すせ I 

•加熱中に「給水」び点滅している 

ときは P 53 

/加熱は続けていますので、仕上^ 
I び0びかねることびあ0ます 。 y 
•加熱中など、ドアの内側びくちる 
ことびありますび、本体には影響 
ありません。 

•庫内の温度び高いと、スチーム 
は出ていても見えないことびあ 
0ます。 


焼 

さ 

ス 

チ 

I 

ム 

/ 

瑟 

クバ> 

し 

ス 

チ 


ム 













































































































グリルで調巧ずる 


表面に焼き色をつける料理などに使います。 


♦ 300 での高温で加熱します。 
•温度の変更、予熱はでさません。 
•設定できる時間は1〜30分です。 




食品を入れる 

角皿に食品をのせ、棚上段にのせる。 


®#(D 

• 角皿は奥までしっかり入れる。 



厨知间せ I 

• 合わせることびでさる時間単位 
3日秒単位 I 1分単位 
1分 1日分 3日分 


1口日で胃み！！ 


2日分上は分のみを表示。 



加熱がスタート。 

1ロロ。罰•弓分5妒 


^7 残り時間を表示。 

加熱終了加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 


•加熱時間を延長したいとき P 43 

加熱終了後、「延長可」と表示 
されているとさに、ダイヤルで 
時間を合わせる。 


加熱を延長ずる 


加熱終了後、日分間はダイヤルを回して 
時間を合わせるだけで、再度、加熱がでさます。 


•加熱後、ちう少し加熱したいときに使います。 

• 設定できる時間は10秒〜20分（あたため、才ートメ ニ ュー 
「1.牛乳」に.お酒」、レンジ nooow 」 は5分まで）です。 




4 加熱終了後、「延長可」と 
' 表示されているとさに、 



を回して時間を合わせ、 
を押ず 


2 



を巧ず 


加熱がスタート。 


加熱終了加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 

* 延長加熱後も同じ手順で、くり返し、延長でさます。 


®#( S ) 

•オーブン加熱後の延長は、庫内の 
温度び下びらないよラ、ドアの開 
閉を控えめにし、なるべく早く行う。 


陌厕ら I 巧 

• 合わせることびできる時間単位 

あたため、才ートメニュー1〜2、 

レンジ riooow 」 

已秒単位11日秒軍^ 

1日秒 3日秒 已分 

その他 


1日秒単位3明少単位 


1日秒日分 2日分 

《2日分は分のみを表示 


商知 I すせ I 

•とりけしを 押すと「延長可」の 
表示を消すことびでさます。 
(延長でさなくなります） 

•加熱中は延長でさません。 

•加熱終了後、「待機時消費電カゼ 
□」 P 2 び働< と、自動的に電 
源び切れるので、延長でさません。 


上手な使いちのコツ 


■厚みのある肉、かたまりの肉など 
を焼いた6加熱の足りない部分び 
あった。 

市販の料理ブック通りに作った S 
焼さ色が薄かった。 

飲み物をあつあつに仕上げたい。 


グリル/延長する 































































































お手入れ 


お手入れのとさには安全のため、次のことを必ずお守りください。 

M 么警告 M M 么注意 M 


電源プラグを巧く 

めれた手で抜差ししない。 
感電-けがの原因 


C 

プラグを抜く 


本体が冷めてか5巧う 


やけどを防ぐため 


〇 

本体を;令ます 


®(E(S) 


■こまめにお手入れ 

巧れたままでは巧れび落ちにくくなったり、 
火花•煙•さび•腐食*ドアのひび•割れの原因。 

* また、庫内底面*側面やピヴプレートはセラ 
S ック製のため、素材の性質上、巧れび落ち 
にくくなることびあります。こまめにお手入 
れをして < ださい。 


■本体の周囲ち清潔に 


■布やスポンジとうずめた台所用中性洗剤を 
使い、次の物は使わない 

傷-さび-ドアのひび-割れの原因。 
•みびさ粉-クレンヴー（ピヴプレートと 
庫内底面*側面のセラミック部のみ使え 
る） 

•金属タワシ- 
スポンジのナイ □ン面など 
• アルカ U 性や酸性の洗剤 
•揮発性の溶剤や薬品 
オーブンクリーナー-丹油 
ベンジン-シンナーなど 



ナイ□ン面 


ガソリン 



角皿-ピザプレート•角網 

スポンジなどでこまめに洗い、 7)( 気をふ< 

巧れたままで加熱ずると落ちにくくなり、焦ばつき-変色の原因。 

•ミちれはすぐに而き取る。 

•ピヴプレートの落ちにくし巧れは、 I 焼さついたちれの落としかた1 P 45 で落とす。 

©臟(3) 


► 金属タワシなどでこすらない。 
傷の原因。 


>角皿は急;令しない。 

変形の原因。 

冷めるまで待つ。 

万一、変形したとさは、図のように 
調理台などを利用し、静かに押して 
変形を直す。 



ミトン 

巧れが気になるとまは手說いし、よく巧かす 

(色落ちすることびあるので、単独で洗ラ） 

洗濯機、乾燥機は使えない。傷む原因。 


お手入れ 




本体 


A 


■吸気 □ P 10 

性能を維持するため、ほこりび 
つかないように、乾いた布で 
定期的に而く。 


庫内底面•側面の石板部（セラミック部) 


■衝撃を加えたり、水をかけたりしない。 

ひび-割れ-故障の原因。 

■巧れをつけたまま使わない。 

焦げ-乂花-割れの原因。 


* 割れたり、ひびび入ったとさは、そのまま使用せ 
ず、お買上げの販売店にご相談ください。 
そのまま使用すると、火花び出たり、故障の原因 
になります。 


焼きついた巧れの落としかた 


【巧れは、めれふきんでずぐふき取る】 * 周囲の黒色のゴム部は強くこず5なし、でくださし、。 

巧れびついたまま、調理を行ラと、焦げて焼さつさ、落ちにくくなります。 

®#( D ちれを残さない、焼きつけないために 

•カレーや魚など、飛び散りやすい食品をあた 
ためるとさは、ラップをかける 
♦皿や容器、角皿には、あふれるほど食品をの 
せない 

♦皿や容器の底の水滴や巧れをふさ取ってか 
ら、庫内底面にのせる 

•加熱前に、庫内底面をかたく絞っためれふさ 
んでふ< 

/目に見えない汚れび、 ヒーター 加熱で焦げ^ 
\て焼さつさ、シ S のよラになることびある； 
•巧れたらすぐにふさ取る 
ミちれたまま加熱を繰り返すと、巧れの焼さつ 
きびひどくなり、落ちにくくなるので、こま 
めにお手入れする 


① ラップを丸める 

② 液体（クリーム）クレンヴーを 
少量つけて、こすり落とす 

③ めれ而きんで、液体クレンヴーを 
店、さ取る 

④ それでを汚れび落ちないとさは、 

ナイ□ンたねし（研磨剤入り）に 
水をつけて、こすり落とす。 

* ただし、スポンジや液体クレンヴーは、 
セラミック部のみに使ラ。 

/周囲の黒いゴム部や本体塗装面に使ラと、> 
I 傷びつ<のでを意する * 



f 庫内） - 

* 庫内に汚れびついたまま調理を行ラと、巧れび落ち 
にくくなります。巧れは早めに而き取ってください。 

脱臭 コーテ ィングがしてある。 

•コーティングを長持ちさせるために、固い物でこす 
らない。柔らかい布で而く。 

•庫内のにおいび気になるときは、 オートメニュー 
「31•脱臭」 を使う。 P 46 



ア内側 ) 


かた < 絞つた柔 S かい巧でふ< 

巧れびひどいときは、 うすめた台所用中性洗剤を 使う。必ず、洗剤をよく而き取る。 


( 給水タンク-つゆ受け 

スポンジなどで洗い、水気を而く。 
はずしち P 11 

食器洗い乾燥機-食器乾燥機は 
使わない。 

変形*破損の原因。 



A 


巧れをつけたまま使わない。 
焦げ-乂巧の原因。 


観 

外 

Y 


ルい因 
ネな原 
パさの 
作 残れ 
操を割 
•れ. 
ア 巧び 
ド油ひ 


お手入れ 












































































お手入れ (ごづを） 


脱臭-庫巧清掃-排水 


才ートメニュー31 

〜33 でお手入れびでさます。用途に合わせて次の 3 種類から選んで行います。 

オートメニュー 

説明 

31. 脱臭 

庫内の臭いび気になるときに行います。（約15分） 

ヒーターの高温でにおいをやわらげます。 

庫内（特に庫内底面•側面）に巧れがあると、落ちにくくなるので、ふき取ってか5 
行ってください。 


32. 庫内清掃 

庫内のちれび気になるときに行ってください。（約日分） 

スチームでちれを落としやすくします。 

33.排水 

給水タンクのパイプの水をスチームにして庫内に排水します。（約3分） 

スチームを使用した後は、カビ•雑菌の繁殖を防ぐため、毎回行ってください。 


庫内をカラにしてドアを閉める 


2 

夕 




を押し、（喔)を回して 


行うお手入れを選ぶ 



を押ず 


♦「32.庫内清掃」 を選んだときは、給水タンクに水を満水まで入れ、 
取付ける。 

•「33.排水」 を選んだときは、表示部に「給水タンクをはずす」び点 
減するので、給水タンクをはずす。 

「給水タンクをはずす」はスタートするまで点滅する。 


4 



^を}甲す 

選んだお手入れがスタート 



終了 終了音び鳴る 


A ま意 

加熱中や加熱後は、高温部（庫内 
本体など）に触れない。 

高温のため、やけどの原因。 


>「32.庫内清掃」 を行った後は、 「33.排水」 を行い、庫内の巧れや 

排水された水を而さ取る。 

一部、スチームやお湯び飛び散ることびあるので注意する。 


商知同せ I 

•加熱終了後、電気部品を冷や 
すため、最大約1日分間、本体 
内部のフアンび回ります。 
(表示部は送風表示（み）び 
点打します） 


お手入れ(脱臭•庫内清掃•排水)/手動で加熱ずる憂口の時間のめやす 


加熱時間は、電源電圧-室温-庫内温度-分量-初期温度などで変化します。 
食品の様子を見ながら加熱してください。 


あたため (1 レンジ irBoowj で加熱ずる) 

メニユー 

ラップ 

分量 

加熱時間 

ごはん 

一 

] 人分（15日呂） 

約加秒〜]分3日秒 

ピラフ 

一 

] 皿に 50 g ) 

約2〜2分3日秒 

しゆうまい 

有 

15コ （225 呂） 

約2〜2分3日秒 

焼さ魚 

有 

け刀 (70 g ) 

約5日秒〜]分 

みそ汁 

一 

] 杯 （15 日 mL ) 

約]分3日秒〜2分 

スーフ 

一 

] 杯 （2 日日 mL ) 

約2〜2分3日秒 

焼さそば 

有 

] 皿 （3 日 Og ) 

約2〜2分3日秒 

野菜炒め 

有 

] 皿に 50 g ) 

約2〜2分3日秒 

野菜の煮ちの 

有 

] 皿 （3 日 Og ) 

約2〜3分 

カレー 

有 

] 皿 （2 日 Og ) 

約3〜4分 

□-ルパン 

一 

] コ （30 呂） 

約1日秒 


ごはん 

有 

] 人分 （150 g ) 

約3〜3分3日秒 


カレー 

有 

] 皿に日〇呂） 

約4〜日分 

、厶 

グラタン 

一 

] 皿 （24(] g ) 

約7分 

ノで 

焼さおにぎり 

有 

2コ （ lOOg ) 

約]分3日秒〜2分 

法 

ピラフ 

有 

] 皿 （250 g ) 

約4〜日分 


スパゲティ 

有 

] 人分 （2 日日 g ) 

約4〜日分 


しゅ5まい 

有 

15コ （225 呂） 

約4〜日分 

1 nnL = 1 CC 







友たため （1 スチームあたためで加熱ずる） 

メニユー 

ラップ 

分量 

加熱時間 

ごはん 

一 

] 人分 （15 日呂） 

約2〜3分 

しゅうまい 

一 

15コ （225 呂） 

約日〜目分 

冷凍しゅうまい 

一 

15コ （225 呂） 

約8〜9分 


/ ■ 

才ートメニユー巧〇•中ままんあたため J 

(1 

スチーム 友たため 

で加熱する） 

メニユー 

ラップ 

分量 

加熱時間 

中華まん 

— 

] コ （80 g ) 

約2〜2分3日秒 

一 

2 コ 

約3〜3分3日秒 

一 

3 コ 

約4分3日秒〜日分 

一 

4っ 

約6〜6分3日秒 

、厶 

ノ "P 

凍 

中華まん 

一 

] コ朔 g ) 

約2分3日秒〜3分 

一 

2 コ 

約3〜3分3日秒 

一 

3 コ 

約目〜目分3日秒 

一 

4 □ 

約9〜9分3日秒 



才ートメニユー1 〜 2 

(1 レンジ IrBoowj で加熱ずる） 

メニユー 

ラップ 

分量 

加熱時間 

1. 

牛乳 

一 

1杯柳 mL ) 

約]分4日秒〜2分 

牛 

乳 

コ-ヒ- 

一 

1杯侧 mL ) 

約]分3日秒 

2. 

お 

酒 

お酒 

一 

1杯 (18 日 mL ) 

約1〜1分2日秒 


1 mL = 1 CC 


才ートメニユー 3〜4 

( I レンジ luoowj で解凍ずる） 


分量 

ラップ 

加熱時間 

3. 

肉 

] 〇〇呂 

一 

約]分 

200 呂 

一 

約]分 30 秒〜 2 分 

300 呂 

一 

約 2 分 30 秒〜 3 分 

4. 

さ 

し 

み 

] 〇〇呂 

一 

約]分 30 秒 

200 g 

一 

約 2 〜 2 分 30 秒 

300 g 

一 

約 3 〜 3 分 30 秒 

★ラップははずす。 

才ートメニユー5 〜 6 

(1 レンジ IrBoowj で加熱ずる） 

分量 

ラップ 

加熱時間 

日. 

葉 

] 〇〇呂 

有 

約]分 30 秒〜 2 分 

200 呂 

有 

約 2 分 30 秒〜 2 分 40 秒 

菓 

300 呂 

有 

約 3 分 30 秒〜 4 分 

6. 

根 

采 

] 〇〇呂 

有 

約 2 分 30 秒〜 3 分 

200 g 

有 

約 3 分 30 秒〜 4 分 

300 g 

有 

約日〜 目 分 

500 g 

有 

約 9 〜 10 分 


★根菜は残り時間約]分で、食品を裏返す。 


才ートメニユー 巧7•フライ励 D 熱 J 

(瞒まスチーム insircj (予熱なし) で加熱ずる） 


分量 

ラップ 

加熱時間 

常 

ご日 
ノ rm 

/で 

]0 日〜 300呂 

一 

約 12 〜 16 分 



手動で加熱する場合の時囲のめやす 


お手入れ/手動で加熱ずる場をの時間のめやず 










































































































































• ごはん • おかずのあたため 


食品がうまく 
あたたま S ない 


r 

•食品が金属容器-アルミホイルでおおわれていませんか。 

レンジ加熱では、金属容器は使えません。 




友たためで友たため 
ても、熱くな S ない 

1 

r 

•ふた（陶器やガラス製など）を使っていませんか。 

赤外線センヴーがラまく働きません。 

• 食品を中央に置いていますか。 

端に置くと、上手にあたたまりません。 

• 食品の量が多すざませんか。 

100呂〜日 OOg が上手にできる分量です。 

☆らう少し加熱したいときは、「延長可」と表示されているときに、 

ダイヤルで時間を合わせ、様子を見ながら加熱してください。 

友たためで友たためる 
と、熱<なりずきる 

• 食品の量が少なすざませんか。 

100呂〜日 OOg が上手にできる分量です。 

• 食品の量に巧して容器が大きすざたり、ルさすざませんか。 

ごはんがめるい、あつい 

r 

•ダイヤルで6日〜 9( rc に調節してください。 P16 
•食品の量にあった容器を使っていますか。 

•食品を中央に置いていますか。端に置くと、上手にあたたまりません。 

^__ 

お凍ごはんが 
あたたま S ない 

ぐ 

•食品の量にあった容器を使っていますか。 

•食品を中央に置いていますか。端に置くと、上手にあたたまりません。 
•ダイヤルで60〜90でに調節してください。 P 16 

ごはんがパヴつく 

• 加熱前に水を少しかけると、しっとり仕上がります。 

•スチームあたためであたためると、しっとり仕上がります。 P 33 

カレーやシチューが 
熱<な5ない 
熱いところと 
めるいところがある 

r 

•カレーなどとろみのあるちのは、ダイヤルで高め （8 日〜90で）に合わせ、 

加熱後はかき混ぜます。 

•煮ものなど、加熱ムラになりやすい食品は、かき混ぜたり、裏返して、 

手動レンジ r 目 00 W 」 で様子を見ながら加熱します。 

☆らう少し加熱したいときは、「延長可」と表示されているときに、 

ダイヤルで時間を合わせ、様子を見ながら加熱してください。 

焼を魚の身が飛び散る 

[•ラップをして、様子を見ながら加熱します。 



困つたとをは 

お料理び5まくでをないとを 


お料理がうまくできないとき 


臟 


食品が煮えた 


解凍不足 


ゆでちの 


生っぽいところと、 

•じゃがいちなど2個じ(上ゆでるときは、大きさをそろえてください。 

ほラれん草などの葉菜類は葉と茎を交互に重ねてください。 

でまずをのところが 

☆さらに加熱したいときは、「延長可」と表示されているときに、ダイヤルで 

混をずる 

時間を合わせ、様子を見ながら加熱してください。 

(再度、オートメニューの r 日.葉菜」「6.根菜」は使わない） 

L J 



• 加熱後はよくかき混ぜます。 

♦首の細いとっくりは、首の部分をアルミホイルでおおって加熱すると上下の 
差が少なくなります。 



♦のみをののあたため 

•オートメニュー「1.牛乳」を使っていますか。 

あたためでは、熱くなりすざます。 

•カップに巧して牛乳を少量しか入れていないと沸とラすることがあります。 
•カップの7〜8分目まで牛乳を入れます。 

それより少ないときは、ダイヤルで低め （40 〜日5で）に合わせます。 

V _ J 

•オートメニューに.お酒」を使っていますか。 

V _ J 


牛乳が潮 <なりずぎる 

お酒が潮くなりずをる 


上の方と下の方では 
温度が違う 


• 食品の量が多すざませんか。 
lOOg 〜500呂が上手にできる分量です。 

☆さらに解凍したいときは、「延長可」と表示されているときに、ダイヤルで 
時間を合わせ、様子を見ながら加熱してください。 

(再度、才ートメニューの「3.肉解凍」「4.さしみ解凍」は使わない） 


( ^ 

• 食品の厚みは均一ですか。 

► 冷凍時に食品の厚みを3 cmliTF にそろえてください。 

•ラップをはずして解凍しましたか。 

• スチ□ールトレーを使っていますか。 

►スチ□ールトレーがないときは、平皿の上に、ラップをはずした食品を 
置いてください。 

• 冷凍庫から出してすぐ解凍しましたか。 

►時間がたったり、溶けかけたちのは、手動レンジに 00 W 」 を使い、様子 
を見ながら解凍してください。 

•食品の形状-初期温度によっては、部分的に煮えることがあります。 

V _ J 


困つたとさは 















































オーブン•グリル調理 


グラタン： 

巧くたびに巧ををが違う 

V 

ケーキ： 

5ま<ふ<6まない 

/ 

V 

/ 

泡立てがうまくでまなし、 

クッキー： 

巧をちにムラがある 

/ 

V 

才ーブン•グリル調埋： 
でを上がりが悪い 

V 

オーブン-グリル調埋： 
焼ををにムラがある 

/ 

\ 

•その他 

自動メニューが 

5ま<でまない 

V 


• チーズの種類•量により焼き色が異なります。様子を見ながら焼いてくださ 


>卵はしっかり泡立てましたか。 

八ンド5キサーの先から落ちる生地で、文字が書けるくらいまで泡立てま 
>粉を入れるとさ、混ぜすざていませんか。 

サックリと底からすくい上げるように混ぜます。 コツ 別冊 P113 


>ボウルや八ンドミキサーに水分や油分がついていると、泡立ちが悪くな t 
す。 コツ 別冊 P113 


>生地の厚みや大ささは均一ですか。 

生地は厚み•大きさを均等にします。 コツ 別冊 P 122 


>加熱中、ひんぱんにドアを開閉しませんでしたか。 

>他の料理ブックを使ったとき、でき上がりがよくないことがあります。 
温度や時間をかえて、様子を見ながら加熱してください。 


>焼さ色のムラが気になるときは、加熱途中（加熱時間の約7割経過時） 
棚や角皿の前後を入れかえてください。 

(入れかえはできるだけ素早く行い、スタートを巧します） 


> メニュー集通りの分量-作り方ですか。 

►違ラ分量-作り方のときは、自動では上手にできません。 

手動で様子を見ながら加熱してください。 

>仕上がりがお好みに合わないときは、ダイヤルを回して調節してください。 

P1 




困つたとをは 

お料理び 5 ま < でまないとを (つづま) 


、 

一、- 


す 


ま 

3 


で 


お料理びうま<できないとき/故障かな？と思つたら 


困ったとをは 

巧障かな？とおった6 



修理を依頼される前に取扱説明書をよくお読みいただき、次の点をお調べください。 


正し<動かない 


表示が出ない 


キーを 巧してを 
作動しない 


ずぐに加熱が止まる 


食品が加熱をれない 


スチームが 出ない 


スチームが 漏れる 


庫巧ながつかない、 
消える、 

明るをが変化ずる 


>電源プラグをコンセントに差逆んで、ドアを開閉しましたか。 

(電源プラグを差込んだだけでは、表示は出ません） 

>操作後、日分を過ぎていませんか。 

►ドアを開閉して<ださい。 

( ドアが開いているとさは、ドアを閉めて<ださい） 

加熱終了後、5分過ぎると、自動的に電源が切れて表示が消えますが、 
故障ではありません。 r 待機時消費電カゼロ」のため P 2 
>停電していませんか。 

>電源プラグが抜けていませんか。 

>配電盤のヒューズがとんだり、ブレーカーが落ちていませんか。 

(電流容量不足） 


>ドアは確実に閉まっていますか。 

>操作後、日分を過ぎていませんか。 

►ドアを開閉し、もう一度キーを押してください。 
「待機時消費電カゼロ」のため 


>庫内底面び熱いとさ、赤外線センサーが正しい食品の温度を測れず、加熱 
を止めることびあります。 

► ドアを開けて庫内び冷めるのを待つか、手動レンジ reoowj で様子を 
見ながら加熱してください。 


>レンジ加熱のとき、食品が金属容器-アルミホイルなどでおおわれていま 
せんか。 

>あたため、スタートを押し忘れていませんか。 

>表示部に「デモ」が表示されていませんか。 

(店頭展示用「デモ」モードになっています） 

►電源プラグを抜いて、数秒後に再度、差込んでください。 

「デモ」び消え、デモモードび解除されます。 

>レンジ加熱のとき、乾燥したものや、少量 （1 日日 g 未満）のものは、安全のた 
めレンジ出力び低下することびあります。 

►加熱が不足のときは、手動レンジ reoow 」 を使い、食品の状態を確認 
しなびら、くり返し加熱してください。 


>給水タンクに水が入っていますか。 

>庫内の温度び高いと、スチームは出ていても目には見えません。 
>カルキび溜まり、スチームび出なくなる場合びあります。 

お買上げの販売店に点検を依頼してください。 



>発酵のとき、発酵しすぎを防ぐため、開始5秒後に庫内巧は消なします。 
庫内の様子び見たいときは、オーブンを押してください。 

日秒間、点なします。 

>加熱中、庫内巧の明るさび変化することがあります。 

加熱を制御しているためで故障ではありません。 



困つたとさは 













































困つたとをは 

巧障かな？と思つた6(つづき) 


• 音について 



加熱中、加熱後に 
音がずる 


/ \ 

•電気部品を冷やすため、本体内部のファンが回り、「ブーン」と音がします。 
•レンジ加熱中、「ブーン」 r ジィージィー」と音がしますが、これはレンジの 
動作音です。 

•加熱中の「カチカチ」「カツチン」などの音は、加熱を制御している音で、 
故障ではありません。 

•熱による膨張、収縮でポコツ、キシキシという音が出ることがあります。 

• スチーム加熱中、「ブチュブチュ」「ブシュー」などの音がします。 

これは、水が蒸発するときの音です。 

L J 

加熱終了の 
ブザーが鳴 S ない 

•音量調節を「鳴!5ない」に設定していませんか。 IP 15) j 

加熱終了後、 

ブザーが鳴る 

参 r 出し忘れお知らせ」を設定していませんか。 IP 15) 

食品をすぐに取出さないと、加熱後から1分ごとにブザーび鳴ります。 

心 （1 日分間） J 

加熱終了後、 

ブーンと音がずる 

• 電気部品を冷やすため、本体内部のファンが回つている音です。 ^ 

^ (ファンは最大約15分間回り、表示部には r 巧 •」が点な） J 


♦ 义巧や煙が出る、庫内底面-側面の変を 


乂巧が出る 


•金-銀模様の容器、針金など金属を使った容器を使用していませんか。 

•庫内の壁にアルミホイルなど金属び触れていませんか。 

• 食品の量びきわめて少なくありませんか。 

• 庫内底面に巧れ(食品カスなど）がついていませんか。1 P 45) 

^ J 


r \ 

♦カラ焼きをしましたか。 IP 15) 



庫内の油を焼き切るため、煙やにおいが出ますが、故障ではありません。 

煙が出たり、 

いやなにおいがする 

食品か3煙が出る 


•庫内やドアの内側に食品カス、油などびついていませんか。 

►庫内のにおいび気になるときは、ミちれをふき取った後でオートメニュー 
「31.脱臭」を行ってください。戶の 
•食品は加熱しすぎると、発煙•発火します。 

/特に、少量や乾いたものは、発煙•発火しやすいので、手動で様子を\ 
、見ながら加熱して<ださい。 ] 

►食品び燃え出したら、ドアを開けずにとりけしを押して、電源プラグを 
抜いてください。 

^ J 

庫巧底面 • 側面や 
ピザプレートが斑点や 
シミがに変ちずる 

♦庫内底面.側面.ピザプレート•使用する容器にミちれびついたままヒーター 
加熱を巧うと、熱によりミちれび焼きつき、シミのようになります。 

►お手入れを巧ってください。 IP 44 〜 46) 

^ J 


• ドアが<ちる 


表示部が<ちる 

•冬場やメニューにより、ドアの内側や表示部びくもることびありますび、^ 

ドアが <ち0、水滴が落ちる 

本体には影響ありません。しばらくすると、くもりは消えます。 J 

庫巧に水がたまる 

• スチーム使用後、庫内底面に水びたまることがあります。 1 

本体び冷めてから、ふきんなどでふき取ってください。 J 


• 表巧にごいて 

表示部に r 高溫注意 J が 
点なしている 


ブザーが鳴0、 

表示部に r 高湿注意 J が 
点滅している 


ブザーが鳴 D 、 

ホツト表示が点滅ずる 


表示部に r み J が 
点なしている 


"あたため/スタート" 
のランプが点滅ずる 


表示部に r 給水 J が 
点滅している 


表示部に r デモ J が 
表巧をれている 


現在温度表示が設定温度 
巧くになつているのに、 
なかなか終了しない 


表示部に rfsj が 
表巧をれる 


r 

♦加熱中に庫内の温度び高くなると、点なしてお知らせします。 

V 


• 庫内底面の温度が高くなっているときのお知らせです。 

►素手で触らないでください。（やけどの原因） 

また、耐熱性のない容器やラップ包装した食品をのせないでください。 
(溶け-変形の原因） 

* 「高温注意」が点滅していてもキーは受付けます。 

また、とりけしを押すと、「高温注意」は消えます。 

V_/ 


r ^ 

♦あたため、 お好み温度、オートメニュー1〜目と30で庫内の温度が高いと 
きに表示します。 

►とりけしを押し、ドアを開けて庫内び冷めるのを待ってください。 

(約2日分）ただし、手動レンジ、スチームあたためはすぐに使えます。 

V_ J 


• 電気部品を冷やすため、本体内部のファンび回つていることのお知らせで 
す。電源プラグを抜かないでください。（故障の原因） 


♦調理開始前や、加熱の途中でドアを開けると点滅します。 
► 加熱するときはスタートを押してください。 

加熱しないときはとりけしを押してください。 


♦給水タンクに水び入っていないか、給水タンクが本体にしっかり取付け 
られていません。 

給水タンクに満水まで水を入れ、本体に取付けてください。 

、（食品の分量やメニューによっては「給水」表示び出ない場合びあります) 


/ \ 

♦店頭展示用（デモ）モードになっています。 

(キーを押してち加熱されません） 

►電源プラグを抜いて、数秒後に再度、差込んでください。 

「デモ」び消え、デモモードび解除されます。 

\_ 


f -- 

•現在温度表示は食品のおよその平均温度です。 

まだ温度の低い部分びある場合は、設定温度近くの表示で、しばらく終了 
^しないことびあります。 


♦ ピザプレート-角皿は、奥までしっかり入っていますか。 

♦ ドアに物びはさまっていませんか。 

(ドアびわずかに開いていると「/^与」を表示します） 

►とりけしを押し、正しい使い方に直してから、再度、操作をしてくだ 
さい。 

\_ J 


上のことをお調べになって、それでら不具合びあるときは使用を中止し、必ず電源プラグを抜いて 
ください。 柳章の狀況と表示部の英数字け[]、 S し in EG 、 E し巧、 E 5、 F 5、 巧、巧、 PG、P I 
が、の、 W 、 PS ) をお買上げの販売店にご連絡ください。 


ご連結いただをたい 
内容 


1. 品名（兰菱オーブンレンジ) 

2. 形名 （ RO - EV 1 日日） 


3. お買上げ曰 （ 年月日) 

4. 故障の状況（できるだけ具体的に) 


* 付属品のお買求めは、お買上げの販売店にご相談ください。 




















































































巧証とア フターヴー ビス 


保証書（別添付） 

保証書は必ず「お買上げ曰-販売店名」などの記入をお 
確かめのうえ、販売店からお受取りください。 

内容をよくお読みのあと、大切に保存してください。 

- • 保証期間 • - 

お買上げ曰から、1年です。 

ただし、マグネト□ン部分は2年です。 


■補修用性能部品の保有期間 

• 当社は、このオーブンレンジの補修用性能部品を製造打 
切り後、8年保有しています。 

• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために 
必要な部品です。 

■ご不明な点や修理に関するご相談は 

お買上げの販売店かお近くの「王菱電機修理窓□•ご 
相談窓□」にご相談ください。 


■修理を依頼されるとさは 

「お料理びうまくでさないとさ」 （48 〜如ページ）と「故 
障かな？と思ったら」（引〜的ページ）にしたびってお 
調べください。 

なお不具合びあるとさは、必ず電源プラグを巧いてから 
お買上げの販売店にご連絡ください。 

◎保証期間中は 

修理に際しては、保証書をご提示ください。 

保証書の規定にしたびって、販売店び修理させていた 
ださます。 

◎保証期間が過ぎているときは 

修理すれば使用できる場合には、ご希望により修理させ 
ていたださます。 

◎修理料ちド 

技術料+部品代 (+ 出張料金)などで構成されています。 

◎修理部品は 

部品共用化のため、色等を変更する場合びあります。 

■転居のときは 

この才ーブンレンジは電源周波数如 Hz • 6日 Hz 共用です。 
周波数の異なる地域に転居されてち、そのままお使いい 
ただけます。 




仕様 


形 名 


電 源 


電子レンジ 


才ーブン 


グリル 


寸 法 


消費電力 


高周波出力 


発振周波数 


消費電力 


温度調節 


消費電力 


外形 


庫内（有効） 


質 


R 0- EV 100 


交流1日日 V 加 Hz -6 日 Hz 共用 


143日 W 


1000 W 《 i 〜2日日 W • 100 W 相当 


2450 MHz 


1410 W 


3日で . 3日で. 4日で . 4日で（発酵）.1日日〜34日で 


1410 W 


幅日日8 X 奥行400 X 高さ41 4 mm 


幅400 X 奥行308 X 高さ23日 mm 


24.5 kg 



区分名 

F (熱風循環加熱ち式） 

消費電力量の 
めやす X 2 

電子レンジ機能の年間消費電力量 

朗 .2 kWh / 年 

オーブン機能の年間消費電力量 

14.2 kWh / 年 

年間待機時消費電力量 

O . OkWh / 年 


年間消費電力量 

73.4 kWh / 年 


外お寸法（単位 mm ) 


正面図 


日日8 


414 


379 



^^1 


别高周波出力1日日 OW は、短時間高出力（最大5分間）であり、調理中自動的に6日日 W に切換わります。 

《2年間消費電力量は、省エネ法-特定機器「電子レンジ」測定法による数値です。区分名も同法に基づいています。 

•電源プラグを差込んだ状態で、表示部び消巧しているとさの消費電力は日 W です。「日」表示のとさは 3.2W です。 

• このオーブンレンジの34日むでの運転時間は約日分間です。その後は自動的に巧日むに切換ねります。 

(空焼さ防止のためです。庫内に食品び入っている場合は、温度は切換わりません） 

• レンジ出力1日日日 W での入力電流は約 14A、 レンジ出力6日日 W では約 12A、 レンジ出力5日日 W では約11 A です。 

(ブレーカー容量を確認の上、ご使用ください。） 

•消費電力量は、使用環境、使用回数、使用時間、食品の量などによって変化します。 

•この商品は日本国内専用で、外国では使用でさません。また、アフターサービスもでさません。 

This appliance is designed for domestic use in Japan only and cannot be used in any other country. 

No servicing is available outside of Japan. 

• J-Moss (JIS C 日 9 日日）の規定に基づき、対象となる6物質（鉛、水銀、カドミウム、六価ク□ム、 P 目目、 PBDE) の含 
有についての情報を公開しております。詳しくはホームぺージをご覧ください。 www.MitsubishiElectric.co.jp/jmoss/ 



巧 証と アフター サービス/仕様 


保証とアフタ—ヴービス/仕様 



兰菱電機修理窓□-ご相談窓□のご案内（家電品) 


I 

V. 


修理-取扱いの ご相談は 

まずお買上げの販売店へ 

転居や贈答品などでお買上げの販売店へ 
ご依頼できない場台は 



f 彦理のお問合わせ I ミ）他のお問をわせ I ミ） 

——- - 

ご巧談窓口へ 


修理お口 


■お巧合せ窓□におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて 

互菱電機株式会社は、お客様からご提供いただきました個人眉漸ま、下記のとおり、 
お取り扱いします。 

1. お問合わせ（ご依頼）いただいた修理•保守•工事および製品のお取り扱いに関 
連してお客様よりご提供いただいた個人情報は、本目的並びに製品品質-ヴービ 
ス品質の改善-製品情報のお知らせに利用しまず。 

2. 上記利用目的のために、お問合わせ（ご依頼）内容の記録を残すことびあります。 

3. あ5かじめお客様か5ご了解をいただいている場含及び下記の場合を除さ、当社 
拟がの第王者に個人情報を提供-開示する事はありません。 

①上記利用目的のために、弊社グループ会社-協力会社などに業務委託する場合。 
③法令等の定める規定に基づ<場合。 

4個人情報に関するご相談は、お問合せをいただきました窓口にご連絡ください。 


修 S 窓 □ 電話受付： 365曰24時間 


北海道-東北地区 


北海道全域.宮城県 
東日本フ□ントセンター 

ま京都世田を区池尻 3-10-3 


フリー 
夕’イヤル 


函0120 -56-8634 


(03)3424-1111 
ファックス (03) 3424-1115 
www.melsc.co.jp 


青森 (017)773-8381 

青森巿大字野木字 
野尻 37-184 

八戸 (0178)28-8544 

八戸巿大字長苗代 
字下亀子を化 6-8 

盛岡 （019)637-7454 

盛岡巿羽場 13 地割 
30-11 

水 ミ 尺 (0197)25-4511 

奥州巿水が区卸町 
2-3 

秋田 （018)865-4471 

秋田巿八橋兰和町 
19-36 

横手 (0182)32-1785 

横手巿卸町 3-2 


大館 (0186)42-2781 

大館巿餅田 2-5-44 

山お (023)624-0018 

山形巿大野目 2-1-21 

鶴 岡 （0235)24-6161 

鶴岡巿上畑町 5-4 

郡山 （024)959-6543 

郡山巿喜义田町卸 
1-76-1 

会ま (0242)27-4426 

会津若松巿天神町 
25-39 

原町 (0244)24-2842 

南相馬巿原町区 
桜井町 1-173 

いわき （0246)26-1822 

いわき巿小島町 1-2-2 


関東-甲信越地区 


東京都-神奈川県-千葉県-茨城県 
埼玉県-搞木県-群馬県-山梨県 
長野県（飯田地区除 <) •新漏県 
静岡県 

東日本フ□ントセンター 

ま京都世田を区池尻 3-10-3 

就レ函0120 -56-8634 

S 論） （03)3424-1111 
ファックス (03) 3424-1115 
くミ www.melsc.co.jp 


通常電話番号 
(携帯電話巧応) 

ファックス 

インター 


(06) 6454-3901 
(06) 6454-3900 
ネット www.melsc.co.jp 


九州地区 


関西•東海•北陸•中国-四国地区 


大阪府-奈良県-和歌山県-兵庫県 
京都府-滋賀県-愛知県-兰重県 
岐阜県.長野県（飯田地区） 

石川県.富山県.福井県.広島県 
山□県-島根県-鳥取県-岡山県 
香川県-徳島県-高知県-愛媛県 

西日本フ□ントセンター 

大阪巿北区大ミ定中 1-4-13 

芬；ル函0120 -56-8634 


福岡県.佐賀県 
東日本フ□ントセンター 

ま京都世田を区池尻 3-10-3 

器;ル函0120 -56-8634 

(03)3424-1111 
ファックス (03) 3424-1115 
だ言 www.melsc.co.jp 


長崎 (095)834-1116 

長崎巿丸尾町 4-4 

佐世保 (0956)30-7740 

イ左世イ呆巿木原町 155-1 

熊本 (096)380-0211 

熊本巿石原 1-10-35 

八代 (0965)33-5173 

八代巿緑町 13-1 

大分 (097)558-8803 

大分巿向原西 1-8-1 


き崎 (0985)56-4900 

宮崎巿大字ホ江 
字飛江田 150-1 

延岡 (0982)21-3540 

延岡巿您領町 25-5 

鹿巧島 (099)260-2421 

鹿児島巿卸本町 7-17 

沖縄 (098)898-3333 

宜野湾巿大山 7-12-1 


ご相談窓口 


当社家電品のお入.取扱い方巧.その他ご不明な点は 

兰菱電機お客さま相談センター 

干 154-0001 ま京都世田を区池尻 3-10-3 


受付時間3目己曰24時間 



■全国どこか5でもおかけいただけるフリーコール 

ほ 0120 -139-365 (無料） 

いつちサンキュー36已曰 

■通常電話番号（携帯電話巧応） 03-3414-9655 
■ファックス 03-3413-4049 


■ご相談対応 


平 日9: 00〜19: 00 
±•日•祝9: 00〜17: 00 

上記 1 U 外の時間は受付のみ可能でず。 



困つたとさは 



♦所在地、電話番号などについては変更になることびありまずので、あ日かじめご了7を願いまず。 


K 07 A 










































































































こ困つたとをは 

6ま全のために 

必ずお守り<ださい 


14使える容器- 
使えない容器 


44) 


お手入れ 


47 


手動对臟する場合の 
時間のめやず 


48お料理びうまく 
でさないとを 


曰1故障かな？ 
と思った5 


曰4 保証と 

アフターサービス 

/仕様 


気をつけていただをたいこと 




レンジ加熱 

ゆで卵（殻つき、殻なし）-目玉焼き作り禁止 
あたため直し（おでんの卵など）禁止 

•卵は必ず割り、よくほぐしてから加熱します。 

破裂による、やけど•けが- 〇 
破損を防ぐため。 、がが君 


お 



のみものは突沸に気をつけて 

参牛乳など粘りや油脂分の多い液体 
などは、加熱しすざないよう、才一 
トメニュー 「1.牛乳」を使います。 

参突然沸とラして飛び散り（突沸）を 
防ぐには、かき混ぜてから加熱します。 


加熱しずぎに気をつけて 

•食品は加熱しすざると、発煙•発火します。 

特に 「少量」 「乾いたちの （干物 • スナック菓テ • さつまいも 
など）」 は要注意。 

手動で様子を見ながら加熱してください。 


庫内.ドア内側は清潔に 

•食品カス•油-煮汁などは必ずふき取ってください。 
乂花•発煙•発乂-庫内底面やドアの破損を防ぐため。 



I 電源が入らないとさ今待機時消費電カゼ□機能があります P 2 



長年ご使用のオーブンレンジ 
電子レンジの点検を/ 


熱、湿気、ホ〕リなどの影響や、使用の度合いにより部品が劣化し、 
故障したり、時にはち全性を損なって事故につながることもあります。 



• 電源コードやプラグが異常に熱い。 

このような 

• コゲくさし、臭いがする。 

症状は 

•製品に触れるとビリビリと電気を感じる。 

ありませんか 

• 自動的に切れないとさがある。 


• その他の異常-故障がある。 


ご使用 
中止 


故障や事故防止のため電源 
プラグを抜いてか S 、 必ず 
販売店にご相談ください。 


MITSUBISHI 

R 0- EV 100 


乂兰菱電機株式会社 
^^~菱電機ホーム機器株式会社 

干 369-1 29日埼玉県深谷市ル前田1728—] 


ZT945Z589H01® 


愛膚点検 


菱才—ブンレンジ 











































































